
加賀
の
技
術
文
化
と
地
域
蘭
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
康
宏
史

ば
6
＃
巳
Ω
己
O
己
古
目
㎡
甘
民
曽
孤
旬
旬
目
島
自
d
o
吐
o
目
巴
自
o
旬
目
Φ
a
旬
昇
已

は
じ
め
に

0
天
文
暦
学
の
地
平

②初
期
理
化
学
と
写
真
術

③
壮
猶
館
の
系
譜
と
蘭
学
者

ま
と
め
に
か
え
て

［論
文
要

旨
］

　本
稿
で
は
、
北
陸
の
「
技
術
文
化
」
の
諸
事
例
を
紹
介
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
蘭
学
知
識
と
の
　
　
　
正
確
な
測
量
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
遠
藤
の
考
案
し
た
天
体
測
量
器
に
添
え
ら
れ
た
刷
物
に

影響
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
加
賀
藩
域
を
中
心
と
し
た
概
括
的
な
検
証
を
試
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
翻
訳
者
と
し
て
蘭
学
医
黒
川
良
安
の
名
も
み
え
て
い
る
。

　
江
戸後
期
、
「
科
学
技
術
」
を
め
ぐ
る
諸
制
度
・
研
究
・
交
流
及
び
器
具
や
製
品
の
製
作
等
、
い
わ
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
な
か
で
、
機
巧
師
大
野
弁
吉
の
ケ
ー
ス
は
、
こ
の
地
域
の
事
例
の
な
か
で
も
特
異
な
存

ば

「
技
術
文化
」
の
蓄
積
は
、
分
野
や
地
域
を
越
え
て
展
開
し
た
。
例
え
ば
、
加
賀
藩
で
も
、
大
坂
　
　
　
　
在
と
い
え
よ
う
。
一
介
の
細
工
職
人
に
す
ぎ
な
い
弁
吉
が
、
そ
の
突
出
し
た
技
術
と
好
奇
心
か
ら
、

の

麻田
剛
立
の
高
弟
西
村
太
沖
や
江
戸
の
本
多
利
明
の
影
響
を
受
け
た
遠
藤
高
環
、
河
野
久
太
郎
ら
　
　
　
幕
末
加
賀
藩
に
お
け
る
「
技
術
文
化
」
の
、
い
わ
ば
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
的
な
様
相
を
み
せ
る
に
至
る
の

金
沢
の
科
学
者
グ
ル
ー
プ
が
、
時
法
の
改
正
や
彗
星
観
測
な
ど
に
み
る
高
水
準
の
天
文
知
識
の
導
入
　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
弁
吉
に
代
表
さ
れ
る
職
人
に
よ
る
地
域
蘭
学
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
と
、
逆
に
職

に

尽力
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
遠
藤
ら
は
、
精
巧
な
「
垂
揺
球
儀
」
を
使
用
し
て
、
独
自
の
十
三
分
　
　
　
　
人
の
技
術
を
積
杵
と
し
た
加
賀
蘭
学
の
展
開
の
実
態
が
、
こ
の
地
域
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

割
時
法
を
制
定
す
る
な
ど
、
蘭
学
知
識
に
も
と
つ
く
天
文
学
や
理
化
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
の
で
　
　
　
　
か
く
し
て
、
加
賀
の
「
技
術
文
化
」
は
、
天
文
学
や
測
量
術
の
優
れ
た
事
例
や
時
制
の
改
正
事
業

あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
背
景
に
は
、
蘭
学
者
杉
田
成
卿
の
高
弟
松
田
東
英
が
考
案
し
た
箱
型
望
遠
鏡
　
　
　
　
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
の
水
準
を
保
持
し
つ
つ
、
こ
の
地
域
独
特
の
達
成
に
至
っ
た
も
の
と

な
ど
、
高
度
な
科
学
技
術
が
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
遠
藤
を
中
心
と
す
る
藩
士
ら
は
、
　
　
　
　
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
加
賀
藩
の
「
技
術
文
化
」
を
支
え
た
の
が
、
実
学
者
（
技
術
者
）

金
沢
城
下
の

詳
細な
町
図
作
成
に
際
し
、
越
中
新
湊
の
和
算
家
石
黒
信
由
の
測
量
技
術
を
用
い
つ
つ
、
　
　
　
と
蘭
学
者
（
地
域
蘭
学
）
の
相
互
補
完
関
係
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

7
9

1
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は

じ
め
に
1
地
域
蘭
学
と
技
術
文
化

ω
研
究
史
と
課
題

　
わ

が
国
の
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
、
蘭
学
や
洋
学
が
果
た
し
た
役
割
は
疑
う
余

地

は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
西
洋
知
識
の
内
実
や
そ
の
伝
播
の
実
態
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
で
に
広
範
か
つ
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
例
え
ば
、
こ
れ
ら
が
十
九
世

紀
の
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
を
総
体
的
に
と
ら
え
る
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
証

的
に
も
理
論
的
に
も
ま
だ
多
く
の
作
業
が
必
要
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の

よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
、
従
来
蘭
学
研
究
の
主
流
と
目
さ
れ
て
来
た
幕
府
や
特
定

諸
藩
・
都
市
の
蘭
学
者
・
蘭
学
史
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
や
軍
事
の
分
野
を

中
心
に
、
全
国
各
地
、
地
域
社
会
に
お
け
る
蘭
学
者
の
存
在
と
そ
の
役
割
を
重
視
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
の
豊
か
な
可
能
性
を
指
摘
す
る
研
究
が
市
民
権
を
得
つ
つ
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
本
共
同
研
究
を
主
導
さ
れ
た
研
究
者
ら
の
提
唱
す
る
、
「
在
村
蘭
学
」
論
や

「
地
域
蘭
学
」
論
に
代
表
さ
れ
る
、
地
方
史
・
地
域
史
を
念
頭
に
置
い
た
蘭
学
（
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

学
）
研
究
の
蓄
積
で
あ
る
。

　
同
様
に
、
個
別
の
地
域
史
研
究
に
お
い
て
も
、
当
該
時
期
の
科
学
史
・
技
術
史
、

さ
ら
に
文
化
史
な
ど
の
分
野
の
成
果
に
積
極
的
に
学
び
、
地
域
に
お
け
る
史
的
事
象

や

そ
の
枠
組
み
の
総
合
的
な
把
握
に
努
め
る
こ
と
は
、
一
層
の
課
題
と
し
て
認
識
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
例
え
ば
北
陸
に
お
け
る
科
学
史
・
技
術
史
上
の

契
機
が
、
加
賀
藩
域
の
社
会
的
変
化
の
動
向
に
い
か
に
作
用
し
て
い
っ
た
の
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

う
よ
う
な
構
造
的
な
分
析
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
と
い
う
感
が
強
い
。
以
上
の
よ
う

な
認
識
に
も
と
づ
き
、
本
稿
で
は
、
加
賀
の
「
技
術
文
化
」
の
諸
事
例
と
特
色
を
紹

介
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
蘭
学
者
や
蘭
学
知
識
と
の
影
響
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、

加
賀
藩
域
を
中
心
と
し
た
ご
く
概
括
的
な
検
証
を
試
み
て
み
た
い
。

②
科
学
技
術
と
加
賀
藩
士

　
加
賀
藩
は
、
し
ば
し
ば
金
沢
を
城
下
と
し
た
「
百
万
石
」
前
田
家
の
領
域
と
し
て
、

幕
藩
体
制
下
の
経
済
・
流
通
活
動
に
史
的
分
析
の
重
き
が
置
か
れ
て
き
た
。
よ
し
ん

ば
、
文
化
史
・
技
術
史
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
も
、
美
術
工
芸
や
文
芸
の
分
野
で
の

優
位

さ
を
誇
り
、
か
な
ら
ず
し
も
「
科
学
技
術
」
分
野
の
水
準
の
如
何
を
云
々
す
る

と
い
う
問
題
関
心
は
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
加
賀
藩
に
お
い
て

も
、
そ
の
藩
組
織
の
な
か
に
は
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
科
学
技
術
」
研
究
や
教
育

を
担
っ
た
人
々
が
存
在
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
知
識
や
技
術
に
よ
っ
て
藩
に
仕

え
、
あ
る
い
は
業
績
を
重
ね
、
地
域
社
会
の
変
化
を
促
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
う

し
た
人
々
の
な
か
で
、
江
戸
後
期
（
十
九
世
紀
）
の
「
科
学
技
術
」
の
担
い
手
と
し

て

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
藩
医
（
あ
る
い
は
手
医
者
）
を
は
じ
め
と
す
る
城
下
在

勤
の
医
師
た
ち
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
蘭
学
医
と
し
て
知
ら
れ
た
黒
川
良
安
や
長
氏

の

手
医
者
明
石
昭
斎
、
同
じ
く
横
山
氏
の
家
臣
津
田
随
分
斎
ら
は
、
蘭
方
医
術
と
い

う
知
識
と
技
能
に
よ
っ
て
、
藩
や
藩
重
臣
に
使
え
た
「
科
学
者
」
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
特
殊
な
科
学
知
識
や
技
術
の
持
ち
主
を
、
藩
が
召
し
抱
え
て
「
藩
士
」
と

し
て
遇
す
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
例
は
、
文
化
文
政
期
の
本

多
利
明
（
経
済
・
自
然
科
学
者
）
、
藤
井
方
亭
、
吉
田
長
淑
（
蘭
学
医
）
ら
を
皮
切

り
に
、
と
り
わ
け
人
材
を
必
要
と
し
た
幕
末
期
に
至
っ
て
顕
著
と
な
る
。
以
上
の
よ

う
な
契
機
を
背
景
に
、
加
賀
の
蘭
学
は
、
そ
の
時
期
そ
の
段
階
に
必
要
と
さ
れ
た

「
科
学
技
術
」
を
主
導
し
、
牽
引
す
る
方
法
論
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
文
化
や
社
会

関
係
を
活
性
化
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
科
学
技
術
」
を
め
ぐ
る
諸
研
究
・
制
度
・
教
育
・
交
流
等
（
1
1

「技
術
文
化
」
）
に
貢
献
し
た
加
賀
藩
の
「
知
識
人
」
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
従
来
、

三
都
を
は
じ
め
長
崎
・
佐
賀
・
鹿
児
島
な
ど
に
比
べ
て
、
と
く
に
高
い
認
識
を
得
て

い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
の
地
域
の
蘭
学
事
情
に
も
、
そ
れ
な
り
の
評
価
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
藩
政
期
の
「
科
学
技

180
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術
」
分
野
の
な
か
で
、
加
賀
に
在
住
し
た
代
表
的
な
蘭
学
者
の
事
績
に
ふ
れ
つ
つ
、

加
賀
藩
域
と
「
技
術
文
化
」
の
係
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

0
天
文
暦
学
の
地
平

ω
明
倫
堂
の
天
文
暦
学
と
本
多
利
明

　
地
域
蘭
学
は
、
加
賀
藩
で
も
幕
末
に
至
っ
て
本
格
的
な
導
入
・
展
開
を
み
る
が
、

そ
の
時
期
の
分
析
の
前
提
と
し
て
、
文
化
文
政
期
の
加
賀
藩
に
招
聰
さ
れ
た
本
多
利

明
の
存
在
に
ふ
れ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
当
時
、
金
沢
城
下
で
は
、
寛
政
四
年

（
一
七
九

二
）
、
藩
校
の
明
倫
堂
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
天
文
暦
数
の
部

門
で
は
、
西
村
遠
里
の
弟
子
本
保
以
守
が
講
師
と
な
り
、
つ
い
で
、
越
中
城
端
の
西

村
太
沖
が
同
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
致
仕
、
出
講
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
太
沖

は
、
大
坂
の
天
文
学
者
麻
田
剛
立
の
高
弟
で
、
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

（7
）

る
（
結
果
的
に
は
、
一
年
で
職
を
辞
し
城
端
に
戻
っ
た
が
）
。

　

さ
て
、
本
多
利
明
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
三
月
、
前
田
家
に
招
か
れ
（
俸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
な
が

禄
。
実
際
の
来
沢
は
七
月
）
、
藩
主
斉
広
に
当
時
の
西
洋
情
勢
を
説
き
、
上
田
作
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

丞

（耕
）
ら
一
部
の
藩
士
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
与
え
た
。
当
時
、
二
十
歳
で
藩

主

と
な
っ
た
斉
広
は
、
文
化
五
～
七
年
（
一
八
〇
八
～
一
〇
）
に
か
け
て
、
利
明
の

ほ

か

蘭
学
医
藤
井
方
亭
（
加
賀
藩
初
の
蘭
方
医
。
息
子
の
三
郎
は
幕
府
天
文
方
に
出

仕
）
や
吉
田
長
淑
（
わ
が
国
初
の
蘭
方
内
科
医
）
を
召
し
抱
え
、
勃
興
す
る
蘭
学
の

風
潮
を
加
賀
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
利

明
は
経
政
家
・
自
然
科
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
江
戸
で
和
算
（
数
学
）
を
教
え

る
か
た
わ
ら
蘭
学
を
学
び
、
天
文
・
地
理
学
・
航
海
術
を
き
わ
め
た
と
い
う
。
西
洋

事
情
に
明
る
く
、
『
西
域
物
語
』
『
経
政
秘
策
』
『
渡
海
新
法
』
な
ど
の
著
書
で
開
国
・

貿
易
と
北
辺
防
備
の
必
要
を
説
き
、
重
商
主
義
的
思
想
を
展
開
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

（9
）る

。
金
沢
で
は
、
軍
艦
の
模
型
を
造
っ
て
、
城
内
二
の
丸
の
能
舞
台
に
陳
列
し
、
藩

主
斉
広
に
そ
の
操
縦
法
を
示
し
た
な
ど
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ
て
い
る
。
利
明
が
金

沢

に
在
っ
た
の
は
僅
か
な
期
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
加
賀
藩
の
禄
を
食
ん
だ
期
間

は
十
三
年
に
及
び
、
人
材
登
用
な
ど
、
藩
主
の
政
策
の
方
向
に
も
一
定
の
影
響
を
与

え
た
。
と
り
わ
け
、
来
藩
を
機
に
、
多
く
の
開
明
的
な
「
藩
士
」
を
育
て
た
点
が
重

要
で
あ
る
。

②
金
沢
測
量
図
籍
と
彗
星
観
測

　

こ
う
し
た
な
か
、
加
賀
藩
後
期
の
「
技
術
文
化
」
を
代
表
す
る
「
知
識
人
」
が
、

　
　
た
か
の
り

遠
藤
高
環
で
あ
る
。
遠
藤
は
、
加
賀
藩
の
人
持
組
、
禄
五
千
石
の
重
臣
玉
井
貞
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
な
お
あ
き
　
　
　
　
　
　
か
ず

次
男
と
し
て
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
二
月
に
生
ま
れ
た
。
名
を
直
明
、
通
称
数

ま
　
　
　
　
　
　
し
お
ん
　
　
　
　
　
　
し
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
さ
ん

馬
、
字
を
子
温
、
号
を
紫
山
、
さ
ら
に
老
後
に
は
是
三
と
称
し
た
。
寛
政
五
年
二

七
九

二
）
九
月
、
十
二
歳
の
時
遠
藤
直
烈
の
養
子
と
な
り
、
馬
廻
組
に
属
し
た
。
養

子

に
入
っ
た
翌
々
年
、
遠
藤
家
の
家
督
を
相
続
し
六
代
目
と
な
る
。
遠
藤
家
は
代
々

七
百
石
を
食
み
、
ほ
か
に
職
禄
三
百
石
を
受
け
て
い
た
家
柄
で
あ
っ
た
。

　
高
環
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
江
戸
に
赴
い
た
の
ち
、
作
事
奉
行
と
な
り
、

そ
の
後
、
同
十
四
年
普
請
奉
行
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
表
小
将
横
目
、
同
三
年

表
小
将
番
頭
、
同
五
年
御
側
物
頭
に
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
文
政
十
一
年
に
は
新
番

頭
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
金
沢
町
奉
行
に
転
じ
、
七
年
馬
廻
頭
兼
算
用
場
奉
行

を
勤
め
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
定
番
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
遠
藤
高
環

は
、
算
用
場
奉
行
、
金
沢
町
奉
行
な
ど
、
藩
の
要
職
を
歴
任
し
た
「
高
級
官
僚
」

だ

っ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
算
用
場
奉
行
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
七

十
歳
で
隠
居
す
る
ま
で
十
七
年
間
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
間
、
生
涯
に
著
し
た
書
物

は
約
六
十
種
百
巻
に
余
り
、
製
作
・
考
案
し
た
器
具
は
二
十
種
の
多
き
に
及
ん
だ

（表
1
・
2
）
。
そ
の
半
生
は
、
本
務
と
学
問
に
殉
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
一
月
没
。
享
年
八
十
一
歳
。
墓
は
、
犀
川
河
畔
蛤
坂
の

妙
慶
寺
に
あ
る
。

　
遠

藤
高
環
は
、
こ
の
よ
う
に
藩
の
重
職
に
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
、
和
算
・
測
量
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表1　遠藤高環の著作

写法新術　真写弁　鏡影発理　城地五版指図　金沢分間絵図附推術　三

州図籍奥書　三州戸籍　藩士主臣版籍馬籍殻籍　時法定用附濫膓私録

漂民詰問　時規物語　地矩用術　時規用日　磁石方位変弁　時規正否

種々測記　諸時便覧　漏刻食刻測　オクタント用法記　西洋時規試正否

江戸時鐘刻淵記　短尺時規用法弁　白立測　大帝勾陳垂線測　平三角八

線算法　晴雨寒媛候澗渕量所以稿　正南北測　太陽全径正弦測　北極高

度測附恒星一周天測　白山道程実測　筆算小箋　筆算法解　鈎股算理

宮腰粟崎導行実測附方位実測　地測量算法附実測記　月大小変算　立春

暦朔蝕記　簡易矩縄　望遠管用鏡倍数測法　第宅測算図一家術記　両郡

行歩自足圭量記　人歩馬走実測記　鐘聾伝遠実測　温気候図　月盈虞測

量献上之御時規由来並用法之覚　方軽人重晴雨軽寒暑重　家蔵興寝記

垂揺球儀時刻表　西洋時規時刻表　間尺表　用法西時分長短自在表　和

西時分契　暇即間表海内行程暦並各度数使覚

表2　遠藤高環考案の器具

眠景規　正時版　明時版　知天地度盤　円心魯盤三輪符天儀　鍼符天儀

間量車　測路略儀　万邦通唇器　測冒盤　測冒牌　正磁測冒盤　四十八

劣非怨暮自在極指景版　月行儀　北極時規（但し，天文・地理・時刻に関

するもののみ）

術

を
き
わ
め
た
「
科
学
者
」
で
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
遠
藤
の
業
績
と
し
て
特
筆

さ
れ
る
べ
き
は
、
有
能
な
藩
士
ほ
か
を
抜
擢
、
組
織
的
に
天
文
測
量
の
実
務
に
あ
た

ら
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
は
、
西
村
太
沖
（
篤

行
）
、
河
野
久
太
郎
（
通
義
）
、
三
角
風
蔵
ら
を
指
揮
し
て
、
金
沢
城
下
の
測
量
町
図

作

成
を
実
施
し
て
い
る
。
従
来
、
金
沢
の
町
図
は
、
寛
文
期
・
延
宝
期
の
「
分
間
絵

図
」
や
、
有
沢
武
貞
に
よ
る
「
補
正
図
」
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
地
図
は

い
ず
れ
も
磁
石
盤
も
平
盤
も
使
わ
ず
に
作
っ
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
不
完
全
な
も
の

で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
遠
藤
ら
は
、
自
ら
考
案
し
た
測
量
器
を
用
い
つ
つ
、
磁
石
で

方
位
を
測
り
な
が
ら
間
打
車
な
ど
を
使
っ
て
正
確
な
測
量
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

河
野
の

「
測
量
日
記
」
に
は
、
雨
天
以
外
は
毎
日
作
業
に
従
事
し
て
い
た
と
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て

い

る
が
、
そ
の
熱
意
が
う
か
が
え
よ
う
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
か
ら
天
保
元

年
（
一
八
三
〇
）
ま
で
、
前
後
九
年
を
費
や
し
て
「
金
沢
分
間
絵
図
」
は
完
成
し
た

（石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
「
金
沢
草
図
」
並
「
御
次
御
用
金
沢
十
九
枚
絵
図
」
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
∀

　
ま
た
、
遠
藤
ら
は
、
文
政
八
年
二
八
二
五
）
に
は
彗
星
の
観
測
を
実
施
し
た
。

遠

藤
は
、
城
下
彦
三
の
自
邸
内
に
観
測
所
を
設
け
、
八
月
と
九
月
の
二
週
間
、
科
学

的
な
彗
星
観
測
を
試
み
た
の
で
あ
る
（
ポ
ン
ス
彗
星
の
観
測
）
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
息
子
の
覚
太
郎
を
は
じ
め
、
西
村
太
沖
・
河
野
久
太
郎
・
日
下
理
兵
衛
・

早
川
理
兵
衛
・
村
田
良
助
ら
総
勢
十
一
人
が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
定
め
て
毎
晩

観
測
し
、
こ
れ
を
「
星
図
」
に
記
入
し
て
そ
の
軌
道
を
示
し
た
と
い
う
。
こ
の
成
果

は
、
「
彗
星
出
現
図
説
」
等
の
観
測
記
録
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
河
野
文
庫
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

な
ど
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
河
野
文
庫
（
河
野
久
太
郎
の
旧

蔵
文
献
）
の
な
か
に
は
、
後
述
す
る
松
田
東
英
の
主
家
寺
西
要
人
秀
周
に
よ
る
「
天

保
六

年
星
出
」
や
、
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
沢
田
義
門
が
所
蔵
し
て
い
た
望
遠
鏡

の
記
録

な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。
従
来
、
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
沢
田
義
門
の
望
遠
鏡
に

関
し
て
、
河
野
の
書
状
に
詳
し
い
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
、
多
少
煩
損
に
な
る
が
あ

　
　
　
（
1
4
）

げ
て
お
こ
う
。

　

　
［
沢
田
義
門
製
作
之
星
鏡
二
付
書
状
］
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
閏
九

　
先
年
前
田
式
部
殿
江
罷
出
候
之
処
、
沢
田
義
門
星
鏡
者
余
程
宜
候
、
何
ぞ
承

不
申
哉
承
申
義
御
座
候
、
彼
星
鏡
者
寛
政
暦
工
夫
仕
候
麻
田
剛
立
之
養
子
立
達
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

岩
橋
善
兵
衛
二
習
ヒ
製
作
仕
候
由
、
立
達
利
欲
二
不
抱
、
測
量
之
た
め
二
製
作

ヘ

　
　
ヘ
　
　
へ

仕
候
故
、
善
兵
衛
ロ
バ
上
品
出
来
仕
候
由
、
沢
田
氏
者
西
村
太
沖
門
人
二
而
、

深
重
之

為
二
頼
遣
し
金
子
五
三
両
あ
て
毎
度
遺
之
、
過
分
之
金
子
二
相
成
候
得

共
、
格
別
之
上
品
出
来
不
仕
候
、
其
内
公
辺
よ
り
相
州
浦
賀
御
番
所
之
星
遠
鏡

被
仰
付
候
、
其
節
丹
精
を
抽
し
て
弐
具
出
来
仕
、
其
内
之
宜
品
を
公
辺
二
納
め
、

如
之
分
を
沢
田
氏
二
指
越
候
、
既
二
先
年
も
浦
賀
へ
異
国
船
漂
着
之
節
、
兼
て

御
備
之
星
遠
鏡
有
之
候
得
共
、
立
達
製
作
之
分
、
模
様
先
二
相
見
江
申
候
、
依

而
其
醐
、
御
手
当
と
し
て
金
子
立
達
江
拝
領
被
仰
付
候
、
左
候
得
者
、
浦
賀
二

而
も
勝
て
宜
と
見
へ
申
候
、
其
拍
に
て
御
座
候
得
者
、
指
続
候
品
二
而
重
宝
二
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而
可
在
御
座
と
奉
存
候
、
御
国
二
而
茂
、
ケ
様
之
品
い
ま
た
見
不
申
候
、
先
年

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

岩
橋
善
兵
衛
製
作
之
星
鏡
も
二
三
通
り
見
申
候
処
、
右
沢
田
氏
遠
鏡
と
ハ
余
程

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

劣
り
申
候
　
申
述
候
、
然
処
、
当
閏
九
月
十
四
日
、
奥
村
丹
後
守
殿
江
咄
い
た

　
　

し
候
之
所
、
丹
州
殿
沢
田
存
生
之
内
、
借
用
致
度
約
も
有
之
候
得
共
、
終
二
見

　
　

不
申
候
、
可
相
成
義
二
候
者
、
披
見
申
度
由
二
候
、
兼
而
沢
田
秘
蔵
之
品
故
、

　
　

容
易
二
他
二
出
候
義
如
何
二
候
得
共
、
丹
州
殿
ハ
沢
田
と
格
別
入
魂
之
事
、
殊

　
　

二
遺
言
茂
有
之
候
得
者
、
無
味
二
断
か
た
く
、
別
彼
方
江
為
見
候
之
之
処
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

陽
大
陰
木
星
土
星
等
被
窺
、
甚
感
悦
被
致
、
誠
二
天
下
之
重
宝
な
り
、
沢
田
家

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　

ニ
永
ク
申
伝
へ
、
必
々
外
江
不
出
候
様
二
被
致
度
、
旦
当
時
海
辺
御
手
当
御
用

　
　

も
有
之
候
間
、
此
等
之
人
々
借
用
い
た
し
度
頼
申
候
得
者
、
不
得
止
貸
遣
候
事

　
　

も
可
有
之
哉
、
取
扱
こ
よ
り
天
下
之
重
宝
損
込
致
し
候
之
間
、
必
々
狼
二
貸
不

　
　
遣
候
様
、
子
々
孫
々
江
申
伝
有
之
候
様
被
致
度
由
被
申
候
、
且
又
先
達
而
式
部

　
　

殿
二
而
、
三
枚
玉
二
枚
玉
向
玉
都
合
七
枚
仮
二
箱
二
被
入
置
候
処
、
余
り
粗
廉

　
　
之
箱
也

と
て
、
別
二
箱
壱
ツ
出
来
、
上
書
ハ
木
村
平
六
二
被
申
付
、
夫
々
可
相

　
　
返

処
、
無
程
卒
去
二
付
、
其
節
息
助
十
郎
殿
江
天
下
之
重
宝
な
り
、
大
事
二
い

　
　

た
し
忌
明
之
上
よ
ろ
し
く
相
認
め
被
相
返
候
様
、
遺
言
有
之
候
二
付
、
助
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
殿

よ
り
此
間
御
返
被
成
候
、
此
等
之
趣
と
も
委
曲
私
口
沢
田
殿
江
可
申
通
置
旨
、

　
　
式
部
殿
御
申
被
或
候
、
然
処
沢
田
準
次
郎
殿
当
時
御
勤
柄
二
付
、
各
様
よ
り
御

　
　
通

被
告
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
天
保
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閏
九
月
　
　
　
　
　
河
野
久
太
郎
　
花
押

　
　
　
　
　
江
間
　
篁
　
様

　
　
　
　
　
黒
川
玄
良
　
様

　

こ
の
史
料
か
ら
は
、
沢
田
義
門
が
、
麻
田
剛
立
の
養
子
立
達
に
依
頼
し
て
「
星

鏡
」
（
望
遠
鏡
）
を
製
作
さ
せ
た
こ
と
、
そ
れ
は
「
測
量
之
た
め
二
製
作
」
し
た
も

の

で

あ
っ
た
こ
と
、
義
門
自
身
、
剛
立
の
弟
子
西
村
太
沖
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
、

剛
立
の
望
遠
鏡
が
当
時
一
般
に
出
回
っ
て
い
た
岩
橋
善
兵
衛
製
作
の
望
遠
鏡
よ
り
性

能
が
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
事
実
が
散
見
さ
れ
る
。
河
崎
倫
代
氏
の
推
察

に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
に
あ
る
「
星
鏡
」
が
、
遠
藤
た
ち
が
ポ
ン
ス
彗
星
観
測
の
お

り
に
使
用
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
式
部
殿
江
罷
出
候
処
、
兼

而
沢
田
義
門
方
よ
り
借
用
之
望
遠
鏡
之
事
」
と
も
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
前

田
式
部
家
旧
蔵
と
伝
え
ら
れ
る
箱
型
望
遠
鏡
が
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

て

お
り
、
そ
の
形
状
や
構
造
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
文
書
に
出
て
く
る
望
遠
鏡
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
交
友
関
係
の
な
か
で
地
域
蘭
学
と
の
関
係
か
ら
注
目
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
や
す

は
、
加
賀
藩
を
代
表
す
る
蘭
学
医
黒
川
良
安
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
良
安
は
安

政
期
以
降
の
壮
猶
館
頭
取
と
し
て
、
蘭
学
者
グ
ル
ー
プ
の
中
心
に
あ
っ
た
と
い
う
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

解
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
弘
化
期
に
お
け
る
遠
藤
ら
と
の
交
流
も
、

以
下
の

資
料
か
ら
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
遠
藤
考
案
の
日
時
計
「
眠

景
規
」
一
式
に
添
付
さ
れ
た
木
版
刷
物
（
よ
つ
の
し
ら
べ
口
上
書
。
石
川
県
立
歴
史

博
物
館
所
蔵
）
に
は
、
「
蘭
訳
協
力
者
」
と
し
て
良
安
の
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「眠

景
規
」
と
は
、
組
立
式
の
携
帯
日
時
計
（
測
量
器
）
の
こ
と
で
あ
り
、
時
刻
・

緯
度
・
節
気
・
方
位
の
う
ち
二
つ
が
分
か
れ
ば
、
他
の
二
つ
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、

「
よ
つ
の
し
ら
べ
」
（
H
四
つ
の
調
べ
）
と
も
呼
ば
れ
た
。
該
当
す
る
記
載
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

よ
つ
の
し
ら
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
名
訳
　
三
　
ヂ
　
ゾ
ン
子
ウ
ェ
ー
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ヨ
リ
　
指
示
ス
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
メ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
エ
ン
ド
ー
　
タ
カ
ノ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
　
　
高
環

　
　
　
口
上
（
略
）

　
　
　
　
弘
化
三
年
　
丙
午
十
月
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定
番
頭
並
御
算
用
場
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
数
馬
高
環
書
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
額
　
　
　
　
　
嫡
子
　
　
遠
藤
覚
太
郎
高
朗
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
文
　
　
　
　
　
次
男
御
馬
廻
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
醒
次
郎
政
澤
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峡
額
　
　
　
　
　
三
男
　
　
遠
藤
勧
三
郎
環
三
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
文
　
　
　
　
　
新
番
助
教
加
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
坂
錫
　
衷
冊
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
　
高
環
書
　
儒
医
　
　
田
中
兵
庫
躬
之
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
名
　
　
　
　
　
御
医
者
　
黒
川
良
安
　
撰
並
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
　
　
版
木
師
　
万
助
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
系
　
　
　
　
　
棟
梁
工
　
平
吉
筆

　

さ
て
、
先
述
の
ご
と
く
黒
川
良
安
は
、
幕
末
期
の
加
賀
藩
を
代
表
す
る
蘭
学
者

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

（蘭
学
医
）
で
あ
っ
た
。
越
中
新
川
郡
の
町
医
者
な
が
ら
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二

八
）
三
月
長
崎
へ
留
学
、
吉
雄
権
之
助
（
如
淵
）
に
蘭
書
を
学
ん
だ
。
吉
雄
は
、
当

時
出
島
に
赴
任
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
の
通
訳
に
当
た
っ
た
著
名
な
和

　
　
　
　
　
（
1
8
）

蘭
通
詞
で
あ
る
。
長
崎
で
の
良
安
は
、
こ
の
地
に
集
ま
っ
た
各
藩
の
俊
秀
、
例
え
ば
、

高
島
秋
帆
ら
と
交
友
を
結
び
、
留
学
を
終
え
た
の
ち
は
長
門
の
青
木
周
弼
、
大
坂
の

緒
方
洪
庵
を
訪
ね
た
。
洪
庵
の
指
示
で
、
当
時
江
戸
蘭
学
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

れ

た
坪
井
信
道
の
門
に
も
学
ん
で
い
る
。
な
お
、
洪
庵
の
適
塾
門
人
に
は
、
各
地
か

ら
多
く
の
俊
才
が
集
ま
っ
た
が
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
等
を
除
く
地
方
出
身
者
の
う

ち
、
大
聖
寺
藩
を
含
む
加
賀
藩
地
域
の
塾
生
が
、
数
の
う
え
で
は
全
国
で
も
最
多
を

誇
っ
て
い
た
（
『
適
々
斎
塾
姓
名
録
』
）
。
さ
ら
に
、
加
賀
の
支
藩
大
聖
寺
出
身
の
渡

辺
卯
三

郎
や
金
沢
の
医
師
津
田
淳
三
、
後
述
す
る
鹿
田
文
平
ら
、
数
名
の
塾
頭
経
験

者
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
藩
の
規
模
や
経
済

的
な
背
景
も
あ
る
も
の
の
、
適
塾
生
に
お
け
る
北
陸
出
身
者
の
割
合
は
、
き
わ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

高
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
江
戸
に
出
た
良
安
は
、
蘭
学
者
と
し
て
の
交
友
範
囲
を
さ
ら
に
深
め
た
。

な
か
で
も
佐
久
間
象
山
と
の
出
会
い
は
、
彼
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い

う
。
象
山
と
良
安
の
蘭
・
漢
学
の
交
換
教
授
の
逸
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
傲
岸

で

聞
こ
え
た
象
山
も
良
安
に
は
蘭
語
で
「
メ
イ
ス
ト
ル
」
す
な
わ
ち
「
先
生
」
と
呼

ん

で
敬
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
諸
国
で
の
遊
学
を
終
え
郷
里
越
中
新
川
郡
に
む
か
っ
た
良
安
は
、
さ
き

の

加
賀
の
科
学
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
金
沢
に
引
き
留
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
金
沢
の

蘭
学
振
興
の
画
期
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
間
の
経
緯
が
、
前
田
家
編

纂
方
石
崎
謙
の
手
控
え
「
長
春
園
襟
記
」
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
の
記
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
一
部
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
事
実
で
は
あ
る
も
の

の
、
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
史
料
は
良
安
（
号
は

じ
ね
ん

自
然
）
自
身
に
聞
き
取
っ
た
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
証
言
と
言
え
よ
う
。

　
　
［
史
料
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
二
十
七
日
「
黒
川
自
然
の
談
話

　
　
聞
書
」

　
　
　

黒
川
自
然
ハ
始
め
良
安
と
称
す
　
父
某
ハ
旧
富
山
産
公
事
場
医
師
（
御
目
見

　
　
被
始
時
之
身
分
）
な
り
　
自
然
医
学
ヲ
志
し
長
崎
二
遊
ひ
、
吉
雄
権
之
助
二
修

　
　
ひ

和
蘭
書
を
読
み
、
二
十
四
、
五
歳
の
時
郷
に
帰
り
途
加
賀
金
沢
を
過
ぎ
江
間

　
　
雀
々
翁
を
訪
ひ
し
に
、
翁
河
野
久
太
郎
等
を
招
き
、
談
話
の
末
自
然
ヲ
金
沢
二

　
　

と
・
ま
る
こ
を
勧
む
　
自
然
富
山
に
帰
り
父
を
諭
し
金
沢
二
留
ま
ら
ん
事
を
乞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ひ

し
に
、
父
の
許
し
を
得
之
、
金
沢
二
遊
ひ
古
寺
町
に
住
候
　
時
々
河
野
久
太

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

郎
、
長
谷
川
源
右
衛
門
、
加
藤
九
八
郎
、
大
橋
作
之
進
等
を
会
し
て
訳
書
の
会

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
読
を
始
め
、
訳
書
に
て
は
訳
し
難
き
所
は
原
書
を
参
照
す
る
す
る
の
会
な
り

　
　
久
太
郎
ハ
長
ノ
家
来
に
て
舎
密
を
好
み
、
（
訳
書
－
削
除
）
九
八
郎
ハ
菊
地
の

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
家
来
に
て
、
皆
初
メ
西
村
多
仲
（
注
－
太
沖
）
の
門
人
に
て
天
文
を
学
び
た
る

　
　

も
の
に
て
、
訳
書
を
読
み
た
り
　
源
右
衛
門
漢
学
者
に
て
好
ん
で
訳
書
を
読
み

　
　
た

り
　
右
之
会
多
く
ハ
大
橋
の
家
に
於
て
開
き
た
り
　
然
れ
ど
も
自
然
口
り
に

　
　

江
戸

に
遊
学
せ
ん
と
の
志
あ
り
　
長
谷
川
之
を
金
沢
二
留
ん
と
の
意
あ
り
て
、
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青
山
将
監
に
勧
て
十
人
扶
持
に
召
抱
へ
し
め
、
遂
に
江
戸
に
遊
学
せ
し
む
　
自

　
　

然
江
戸
に
出
候

　

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
期
（
弘
化
～
嘉
永
頃
）
の
金
沢
に
は
、
蘭
学
や
西
洋
事
情
、

あ
る
い
は
開
国
論
を
議
論
し
あ
う
「
開
明
的
」
な
藩
士
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
、
「
地
域
蘭
学
」
導
入
の
核
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

そ

の

グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
が
、
藩
書
物
方
の
長
谷
川
猷
（
源
右
衛
門
）
を
中
心
と
し

た
、
三
角
風
蔵
、
河
野
久
太
郎
（
通
義
）
、
上
田
作
之
丞
（
耕
）
、
大
橋
作
之
進
、
加

藤
九
八
郎
ら
、
加
賀
藩
の
「
技
術
官
僚
」
た
ち
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
共
通

点
は
、
い
ず
れ
も
皆
、
本
多
利
明
に
直
接
間
接
の
影
響
を
受
け
た
者
た
ち
（
弟
子
）

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
長
谷
川
猷
は
、
利
明
か
ら
特
に
航
海
術
と
開
国
論
を
学
ん
だ
人
物
で
、

自
邸
に
地
球
儀
を
天
井
か
ら
吊
し
て
、
日
夜
「
世
界
」
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
と

い
う
逸
話
を
残
す
。
長
谷
川
の
貿
易
経
済
論
は
、
銭
屋
五
兵
衛
の
海
運
業
や
商
法
に

大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
河
野
久
太
郎
や
三
角
風
蔵

は

測
量
術
を
利
明
に
学
び
、
河
野
は
、
黒
川
良
安
か
ら
も
天
文
・
暦
学
を
修
め
た
と

い
う
。
ま
た
、
藩
末
の
思
想
家
と
し
て
藩
政
改
革
を
リ
ー
ド
し
た
上
田
作
之
丞
、
航

海
術
、
砲
術
を
身
に
つ
け
て
「
西
洋
火
術
方
役
所
」
の
棟
取
と
な
り
、
壮
猶
館
の
設

立

に
も
中
心
的
な
働
き
を
し
た
大
橋
作
之
進
な
ど
が
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
加
藤
九
八
郎
は
、
「
黒
川
良
安
に
就
て
蘭
学
を
修
め
、
遠
藤
数
馬
の
薦
に

依
て

藩
主
斉
広
に
仕
ふ
。
嘉
永
中
火
術
方
雇
、
壮
猶
館
製
薬
方
、
測
量
方
、
鋳
造
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

等
に
職
し
砲
術
師
範
と
な
り
更
に
天
文
方
に
て
転
ず
」
と
い
う
よ
う
な
経
歴
か
ら
、

利
明
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
に
み
る
大
野
弁
吉
や
黒
川
良
安
、
さ
ら
に
遠
藤
高
環
の
影

響
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
注
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　
さ
て
、
遊
学
を
終
え
た
良
安
は
、
帰
藩
後
の
弘
化
三
年
（
一
八
六
四
）
加
賀
藩
の

侍
医
と
な
り
、
つ
い
で
壮
猶
館
の
教
授
兼
翻
訳
方
と
な
る
。
さ
ら
に
、
種
痘
所
頭
取
、

卯
辰
山
養
生
所
主
附
、
金
沢
藩
医
学
館
の
主
任
な
ど
藩
蘭
学
界
の
重
職
を
歴
任
し
て

い

る
。
つ
ま
り
、
良
安
の
始
め
た
種
痘
所
が
、
卯
辰
山
療
養
所
、
さ
ら
に
金
沢
医
学

館
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
（
金
沢
大
学
医
学
部
の
前
身
）
。

　
そ
の
際
、
金
沢
へ
の
種
痘
の
伝
播
は
、
良
安
の
使
者
明
石
昭
斉
に
よ
る
伝
苗
（
人

痘
法
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
伝
播
ル
ー
ト
の
開
拓
者
が
、
越
前
の

笠
原

良
策
白
翁
で
あ
る
。
白
翁
の
伝
苗
記
録
『
戦
競
録
』
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
保
管
）
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
一
月
に
福
井
に
も
た
ら
さ
れ

た
種
痘
は
、
そ
の
後
、
武
生
、
鯖
江
、
敦
賀
、
大
野
か
ら
、
金
沢
、
富
山
に
分
苗
さ

れ
、
さ
ら
に
江
戸
、
そ
し
て
良
安
の
友
人
象
山
に
よ
っ
て
信
州
松
代
藩
に
ま
で
伝
播

　
　
（
2
3
）

さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
白
翁
は
、
江
戸
の
医
師
磯
野
公
道
に
つ
い
て
古
医
方
を
修
め
、

福
井
で
開
業
し
て
い
る
が
、
西
洋
医
学
の
優
秀
さ
を
学
ん
だ
の
は
、
加
賀
江
沼
郡
山

中
の
蘭
医
大
武
了
玄
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

③
時
刻
制
度
（
時
鐘
法
）
の
改
正

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
、
加
賀
藩
主
前
田
斉
広
は
、
城
郭
に
付
随
す
る
兼
六
園

に
竹
沢
御
殿
を
建
て
、
城
内
に
あ
る
時
鐘
と
は
別
に
、
新
た
な
時
鐘
を
設
け
、
正
確

な
時
刻
を
知
ら
せ
る
よ
う
遠
藤
高
環
に
命
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
加
賀
藩
の
「
時
法
改
正

プ

ロ

ジ

ェ

ク
ト
」
で
あ
る
。
従
来
の
時
鐘
制
度
は
、
目
分
量
で
日
光
の
薄
白
さ
を
直

感
し
て
時
を
定
め
た
り
、
線
香
の
燃
え
る
寸
法
の
長
短
で
昼
と
夜
の
長
短
を
測
っ
た

り
し
た
も
の
で
、
極
め
て
不
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
遠
藤
は
、
精
巧
な

天
文

時
計
で
あ
る
「
垂
揺
球
儀
（
正
時
版
）
」
を
使
用
し
て
、
十
二
割
の
法
を
き
め

て

時

刻
を
報
ず
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
法
は
蘭
学
の
知
識
に
も
と
つ
く
「
定
時

法
」
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
従
来
の
も
の
よ
り
飛
躍
的
に
正
確
な
も
の

　
　
　
（
2
4
）

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
改
定
に
は
遠
藤
高
環
を
は
じ
め
、
河
野
通
義
、
日
下
理
兵
衛
、
早
川
理
兵
衛
、

三
角
風
蔵
、
さ
ら
に
、
越
中
の
西
村
太
沖
も
関
係
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
西
村
に

は
、
文
政
五
年
「
加
州
御
城
下
御
時
鐘
之
法
」
稿
が
あ
る
）
。

　
従
来
こ
の
改
定
作
業
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
が
、
国
立
科
学
博
物
館

所
蔵
の
精
密
尺
時
計
（
機
械
部
分
は
失
わ
れ
、
精
細
な
目
盛
盤
部
分
の
み
）
と
⑱
高
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｛
2
5
）

樹
会
所
蔵
の
「
天
保
三
年
」
銘
の
正
時
版
符
天
機
（
重
錘
駆
動
の
時
計
機
械
、
す
な

わ
ち
垂
揺
球
儀
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
文
字
盤
部
分
が
な
い
）
が
、
時
法
改
正
の
際
の

関
係
資
料
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
、
理
解
が
深
ま
っ
た
。
尺
時
計
の
目
盛
り
の
一
部
が

加
賀
藩
の
十
二
分
割
の
時
法
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
や
、
止
金
や
目
盛
に
梅
鉢
紋

（前
田
家
の
定
紋
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
符

天
機
の
箱
裏
書
か
ら
、
同
機
が
「
金
沢
竪
町
住
　
時
計
師
與
右
衛
門
作
」
で
あ
る
こ

と
、
遠
藤
家
に
も
目
盛
盤
の
一
部
と
類
似
す
る
目
盛
図
（
安
政
四
年
製
作
「
和
西
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
6
一

分
契
」
）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
わ
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
遠
藤
家
に
は
、
文
化
卜
一
年
製
作
の
測
冒
牌
が
、
石
黒
家
に
は
「
正
時

版
波
板
之

時
刻
目
盛
之
図
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
編
「
竹
沢
御
殿
時
鐘
所
測
刻

御
器
物
用
法
』
（
文
政
六
年
、
石
黒
家
高
樹
会
蔵
、
写
真
1
）
は
、
時
鐘
所
で
使
わ

れ
て

い

た
器
具
の
使
用
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
遠
藤
の
考
案

し
た
天
体
測
量
器
（
眠
景
儀
）
に
は
、
翻
訳
者
と
し
て
蘭
学
医
黒
川
良
安
の
名
も
み

え
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
河
野
久
太
郎
ら
天
文
測
量
ス
タ
ッ
フ
の
口
誌
（
河
野
文
庫

所
蔵
「
御
次
御
絵
図
御
用
方
留
」
）
に
よ
り
、
彼
ら
の
日
常
的
な
仕
事
ぶ
り
も
明
ら

　
　
　
　
　
　
〔
2
7
〕

か

に
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
法
の
改
定
作
業
に
関
し
て
は
、
近
年
「
慶
応
元
年
　
治
助
作
」
銘

の

符
天
儀
（
垂
揺
球
儀
、
大
阪
市
澤
田
平
氏
所
蔵
）
、
「
文
政
八
年
」
の
記
載
の
あ
る

正

時
版
（
大
型
精
密
時
計
、
神
奈
川
県
中
井
町
江
戸
民
具
街
道
所
蔵
、
写
真
2
）
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
8
〕

相
次

い
で

紹
介
さ
れ
注
口
を
集
め
て
い
る
。
と
く
に
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
中
井
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
9
　

の
正
時
版
の
特
徴
は
、
渡
辺
誠
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ア

　
「
金
沢
城
鐘
時
分
並
日
出
入
刻
」
と

オエウイ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
除
」
時
が
記
さ
れ
る
。

「
文
政

八
年
乙
酉
麦
五
月
再
令
」
の
年
記
が
あ
る
。

季
節
の
分
割
が
四
十
八
と
細
か
い
（
並
口
通
は
二
十
四
節
気
）
。

時
刻
の
表
現
が
特
異
で
あ
る
（
百
等
分
・
卜
二
支
・
ロ
ー
マ
数
字
）
。

機
構
が
簡
素
で
あ
る
（
高
樹
会
や
大
阪
の
機
械
に
あ
る
「
不
止
車
」

い
）
。

が
な

　
　
㎜

熟
惑

灘
金
蜜
磁

　
灘
彩

　
　
　
灘
護

　
　
　
　
　
　
さ
蕊
墾

藩
灘
　
　
．
鐵
、

≒

鱗
懸
繍
謝
ー

←千
パ
　
三
べ
べ

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
…

　
…
　
　
’
　
　
　
　
　
　
、

　
「
…
ー
ー
ー
ー
《
」

～

べ1『
鏑ii

　　　　｜

鷲罷

※

線裟

写真1　正時版の図解（高樹会所蔵）写真2　正時版符天機（江戸民具街道所蔵）
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表3　現存する加賀藩関係の精密時計

名　　　称 所　蔵　者 作　　　　者 年　　　代 現　　存　　部　　分

正時版符天機 高　樹　会 金沢堅町住時計師与右衛門 天保三年銘（1832） 機械のみ

垂揺球儀 個　人　蔵 御時計師治助 慶応元年銘（1864） 機械のみ

正　時　版 江戸民具街道 不　　　明 文政七年再令（1824） 機械と目盛盤（紙製）

精密天時計 国立科学博物館 不　　　明 不　　　明 目盛盤i（木製漆塗り）のみ

（註）以上のほか，国内では伊能忠敬記念館（二体），近江八幡神社（一体）が確認される。すなわち現存

　　六体の内，その半数が加賀藩関係のものということになる。

　

力
　
箱
に
金
メ
ッ
キ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

つ

ま
り
、
中
井
町
の
正
時
版
の
画
期
的

な
点
は
、
①
「
文
政
八
年
」
と
い
う
最
も

古
い
年
代
の
資
料
で
あ
る
こ
と
、
②
機
械

部
と
文
字
盤
が
完
形
で
存
在
し
て
い
る
こ

と
、
③
垂
揺
球
儀
が
実
際
に
作
動
す
る
こ

と
、
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
文
字
盤
は
国

立
科
学
博
物
館
の
漆
塗
り
の
も
の
と
異
な

り
、
簡
易
的
な
紙
製
の
も
の
で
あ
っ
て
、

観
測
の
跡

（明
け
暮
れ
の
「
六
つ
」
付
近

の

赤
点
）
が
み
え
る
こ
と
な
ど
も
興
味
深

い

点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
存
す
る
加

賀
藩
関
係
の
精
密
時
計
を
比
較
し
て
ま
と

め

て

み

る
と
、
表
3
の
よ
う
に
整
理
さ
れ

る
。

　
以

下
、
加
賀
の
時
刻
制
度
を
要
約
し
て

お

こ
う
。
加
賀
藩
の
「
時
鐘
の
歴
史
」
は
、

『金
沢

時
鐘
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
承
応

期
以
来
の
旧
来
の
時
法
が
、
文
政
⊥
ハ
年

（
一
八
二

三
）
の
時
制
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
兼
六
園
の
竹

沢
御
殿
に
時
鐘
所
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
で

は
、
従
来
の
「
不
定
時
法
」
に
代
え
て
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

①
十
二
分
割
の
正
時
法
が
制
定
さ
れ
た
の

で

あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
θ
一
年
を
四
十

八
分
割
す
る
（
二
十
四
節
気
の
倍
割
）
、

回

「
六

つ
」
の
太
陽
高
度
を
地
平
線
十
三
度
余
り
と
す
る
、
内
時
刻
を
一
日
の
十
万

分

の
一
の
精
度
で
計
算
す
る
、
∋
一
日
を
十
万
分
の
一
分
割
し
て
測
定
で
き
る
時
計

（正
時
版
）
を
採
用
す
る
。
困
太
陽
高
度
、
方
位
角
計
算
に
加
賀
独
自
の
日
時
計
を

使
用
す
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
自
鳴
鐘
と
正
時
版
を
使
用
し
、
南
中

で
時
刻
を
修
正
す
る
こ
の
方
法
を
採
用
し
、
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
翌
七
年
に
は
、
藩

民

（
こ
と
に
大
工
な
ど
の
職
人
）
か
ら
「
下
々
難
渋
之
体
も
有
之
」
と
す
る
非
難
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

呼
ぶ

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
遠
藤
ら
は
、
文
政
八
年
に
は
、
再
び
、
　
十
三
分
割

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
正
時
法
の
改
定
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
初
「
七
つ
半
」
と
「
六
つ
」
の

間
に
「
除
」
時
と
い
う
特
殊
な
時
刻
を
挿
入
し
た
こ
と
、
司
十
三
分
割
の
正
時
法
を

導
入
し
た
こ
と
、
内
精
密
な
時
計
を
利
用
し
た
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
、
こ
の
時
法
が
、

加
賀
藩
に
お
い
て
、
明
治
期
ま
で
続
く
時
刻
制
度
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

特
異
な
時
法
と
極
め
て
正
確
な
時
計
機
械
（
一
日
に
約
十
万
回
の
カ
ウ
ン
ト
が
可
能
。

伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
の
幕
府
天
文
方
の
時
計
機
械
で
も
一
日
に
八
万
回
の
カ
ウ
ン

ト
が
限
度
と
い
わ
れ
る
）
の
存
在
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
加
賀
藩
以
外
で
は
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
遠
藤
ら
の
「
考
案
」
ス
タ
ッ
フ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
正
時
版
を
文

字
通
り
「
製
作
」
し
た
「
金
沢
竪
町
住
　
時
計
師
與
右
衛
門
作
」
や
「
御
時
計
師
治

助
」
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
は
当
時
の

先
端
技
術
で
あ
っ
た
「
時
計
」
機
械
を
製
作
・
修
理
す
る
職
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
彼
ら
職
人
の
実
態
を
文
献
か
ら
う
か
が
う
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
。
幸

い
金
沢
城

下
、
犀
川
河
岸
界
隈
に
位
置
す
る
名
刹
瑞
泉
寺
の
膨
大
な
寺
院
文
書
の
な

か
か

ら
、
天
保
八
年
八
月
十
四
日
付
の
「
御
自
鳴
鏡
掃
除
料
請
取
書
」
な
る
領
収
書

が
確
認
さ
れ
た
。
宛
て
名
宛
て
先
は
「
時
計
師
與
右
衛
門
」
↓
「
瑞
泉
」
と
あ
り
、

ま
さ
に
時
計
師
與
右
衛
門
が
実
在
し
、
時
計
（
「
御
自
鳴
鏡
」
）
の
修
理
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
極
め
て
高
い
精
度
の
機
械
技
術
を
も
つ
職

人
が
、
当
時
の
金
沢
城
下
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
加
賀
藩
の
時
法
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
当
時
の
複
雑
な
時
刻
制
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度
に
お
い
て
、
そ
れ
を
極
め
て
高
い
精
度
で
表
示
・
実
施
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

加
賀
独
自
の
暦
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
城
鐘
制
度
が
こ
こ
ま
で
体
系
化
さ
れ
た
の
は

他
藩
に
例
を
見
な
い
と
い
う
。

②
初
期
理
化
学
と
写
真
術

ω
大
野
弁
吉
の
写
真
術

　
わ
が
国
の
蘭
学
史
に
お
い
て
、
宇
田
川
椿
庵
『
舎
密
開
宗
』
、
川
本
幸
民
『
化
学

新
書
』
「
遠
西
奇
器
述
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
窮
理
学
・
舎
密
学
（
‖
物
理
化
学
）

の
展

開
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
系
譜
で
あ
っ
た
こ
と
は
三
口
を
待
た
な
い
。
こ
う
し
た

窮
理
・
舎
密
知
識
の
地
域
伝
播
の
過
程
で
、
写
真
術
の
普
及
が
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ

ー
ル
に
な
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
年
の
初
期
写

真
史
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
長
崎
出
島
を
つ
う
じ
て
日
本
に
伝
来
し
た
写
真
術
は
、
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
〔

較
的
早
い
段
階
で
全
国
各
地
に
拠
点
的
に
伝
播
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
〕

の
一
例
が
「
加
賀
の
平
賀
源
内
」
と
も
称
さ
れ
る
大
野
弁
吉
の
事
例
で
あ
ろ
う
。

　
弁
吉
は
、
本
名
を
中
村
屋
弁
吉
、
別
に
薫
、
の
ち
に
号
を
一
束
、
あ
る
い
は
鶴
壽

軒
と
称
し
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
二
京
都
五
条
通
り
に
住
む
羽
子
細
工
師
の
家

に
生
ま
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
非
凡
な
才
能
を
あ
ら
わ
す
と
と
も
に
、
二
十
歳
の
頃

長
崎
に
出
て
西
洋
医
学
や
理
化
学
、
天
文
学
な
ど
を
学
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
対

馬
か
ら
朝
鮮
に
渡
り
、
日
本
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
紀
伊
国
な
ど
に
赴
き
、
こ
の
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
｝

馬
術
や
砲
術
、
算
術
、
暦
学
を
究
め
た
。
な
お
、
朝
鮮
渡
航
に
つ
い
て
は
、
近
年
発

掘
さ
れ
た
史
料
か
ら
、
対
馬
藩
主
宗
氏
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹

　
　
　
　
　
（
3
5
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

介
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
京
都
に
帰
っ
た
弁
吉
は
、
中
村
屋
八
右
衛
門
の
娘
う
た
と

結

婚
。
そ
の
後
、
う
た
と
と
も
に
、
妻
の
実
家
が
あ
っ
た
加
賀
国
石
川
郡
大
野
村
に

移
住
す
る
。
以
後
明
治
三
年
（
一
九
七
〇
）
七
十
歳
で
没
す
る
ま
で
、
加
賀
の
地
に

居
を
構
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
近
隣
宮
腰
（
現
、
金
沢
市
金
石
町
）
の
豪
商
銭

屋
五
兵
衛
は
、
弁
吉
に
援
助
を
与
え
つ
つ
、
天
文
・
測
量
や
航
海
術
な
ど
様
々
な
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
　

知
識
を
彼
か
ら
得
、
航
海
や
交
易
に
活
用
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
文
脈
の
な
か
で
弁
吉
は
、
国
内
で
も
き
わ
め
て
早
い
段
階
で
写
真
術
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

習
得
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
弁
吉
白
筆
の
著
書
三
束
視
窮
録
』
（
金

沢
市
、
大
友
家
所
蔵
）
の
な
か
に
は
、
写
真
撮
影
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り

（「
イ
ヨ
ジ
ー
ユ
ム
鏡
」
の
項
。
記
述
内
容
は
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
の
図
解
説
明
。
写

真
3
）
、
さ
ら
に
、
彼
の
弟
子
朝
倉
長
右
工
門
の
手
に
よ
る
『
大
野
一
束
伝
法
諸
々
免

許
』
（
嘉
永
、
一
年
二
八
四
九
〉
、
金
沢
市
、
朝
倉
家
所
蔵
）
に
は
、
「
写
真
仕
方
」

（ガ

ラ
ス
湿
板
の
製
法
か
）
と
題
さ
れ
た
記
載
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
．

が否
・
叉
．

購
講
、
繕
望
ン
⊥
ム
鞄
　
・
㌧
撫

雛
難
讐
多
ξ
竃
移
慾
議
鑑

難
聾
璽
2
ヲ
鳶
才
塗
蕎
癒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

襲鷺
奎
，
按
淳
蘂
．
墓
る
箱
馨

驚
灘
戸
．
，
取
ハ
鰭
吹
水
録
鵜

難
藻
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∪
　
，

購・1

パ』 驚げ

ぷ’・

ぽ
恕

．f

ぺ●・

二
痴

写真3　イヨジーユム鏡（『一束視窮録』所収）
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に
、
口
本
に
お
け
る
写
真
術
の
年
代
の
確
定
で
き
る
ご
く
初
期
の
記
録
と
し
て
注
目

　
　
　
〔
3
8
一

さ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
際
、
弁
吉
の
写
真
術
が
銀
板
写
真
（
タ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
）
で
は
な

く
、
湿
板
写
真
（
コ
ロ
ジ
オ
ン
タ
イ
プ
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
写
真
史
上
、
湿
板
写
真
の
発
明
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
ャ
ー
の

発

表
に
よ
る
一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
同
年
代

の

弁
吉
の
写
真
（
金
沢
市
、
宮
崎
家
所
蔵
）
や
さ
き
の
朝
倉
長
右
工
門
の
伝
書
の
記

述

な
ど
か
ら
、
彼
の
写
真
術
の
先
駆
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
9
〕

チ

ャ
ー
に
よ
る
発
明
に
先
行
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
す
る
論
者
も
あ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
弁
吉
が
撮
影
し
た
と
さ
れ
る
写
真
の
実
年
代
が
確
定
さ
れ
な
い
限
り
、

論
証
は
不
可
能
だ
が
、
タ
ゲ
ー
ル
や
タ
ル
ボ
ッ
ト
ら
黎
明
期
の
写
真
史
に
特
徴
的
な

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

同
時
多
発
性
が
弁
吉
の
場
合
に
も
い
え
る
と
す
れ
ば
、
加
賀
の
技
術
文
化
が
、
直
接

世
界
史
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
う
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

さ
て
、
弁
吉
に
関
し
て
は
、
彼
を
単
な
る
「
優
れ
た
細
工
の
腕
を
持
つ
か
ら
く
り

師
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
高
い
水
準
の
「
科
学
知
識
を
身
に
つ
け
た
技
術
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
迎

と
し
て
再
評
価
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
評
価
を
裏
付
け
る
第
一
の
資
料
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

さ
き
に
不
し
た
『
．
東
視
窮
録
』
で
あ
る
。
同
書
の
中
扉
（
写
真
4
）
に
は
、

「国
国
Z
O
O胃
」
（
一
束
）
の
記
名
が
あ
り
、
「
大
野
　
鶴
壽
軒
　
薫
（
花
押
）
」
の

署
名
と
併
せ
弁
吉
の
著
作
と
知
れ
る
。
内
容
は
、
舎
密
術
（
化
学
）
、
科
学
器
具

（兵

器
を
含
む
）
、
医
術
・
薬
学
、
伝
統
的
技
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
主
体
と
な
る

舎
密
1
1
化
学
知
識
に
つ
い
て
は
、
宇
田
川
椿
庵
の
『
舎
密
開
宗
』
が
底
本
と
さ
れ
、

宇
田
川
玄
真
（
榛
斎
）
訳
、
椿
庵
補
校
の
「
遠
西
医
法
名
物
考
』
や
、
桂
川
甫
周
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
2
「

弟
森
島
中
良
が
著
し
た
『
紅
毛
雑
話
』
も
典
拠
の
ひ
と
つ
と
推
定
さ
れ
る
。

　
『
、
東
視
窮
録
』
の
内
容
は
、
数
百
の
箇
条
書
き
の
よ
う
な
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、

な
か
に
は
ボ
ル
タ
電
池
の
し
く
み
や
真
空
ポ
ン
プ
の
原
理
な
ど
、
医
学
薬
学
・
理
化

学
・
機
械
工
学
に
わ
た
る
最
新
の
知
識
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
に
は
、

数
多
く
の
科
学
的
な
機
器
の
図
面
（
約
五
ー
点
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
い
く

係導
窪
。

診汐
ゑ

W．

灘
灘
窯

、縫
ピ

熟
贈
・
簸

難．◇

写真4 『一束視窮録』（大友家所蔵）写真5　エレキテル図解（『一束視窮録』所収）
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つ

か
、
例
え
ば
、
電
池
式
の
エ
レ
キ
テ
ル
（
写
真
5
）
や
、
無
尽
灯
、
自
噴
水
、
測

量

に
使
わ
れ
た
里
数
計
な
ど
は
、
今
日
残
さ
れ
て
い
る
実
物
資
料
か
ら
そ
の
仕
組
み

を
検
証
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
無
尽
灯
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
と
毛
細
管
現
象

を
利
用
し
た
精
巧
な
造
り
の
「
灯
油
ラ
ン
プ
」
で
、
鼠
短
け
い
な
ど
従
来
の
灯
火
具

に

比
べ
、
驚
異
的
に
燃
焼
時
間
が
長
い
（
実
験
に
よ
れ
ば
二
二
時
間
）
。
自
噴
水
は
、

気
圧
・
水
圧
を
利
用
し
た
「
自
動
噴
水
装
置
」
で
、
上
下
二
層
に
分
か
れ
た
密
封
状

態
の
空
間
に
管
に
よ
っ
て
水
を
誘
導
し
、
上
槽
の
水
の
圧
力
に
押
さ
れ
た
下
槽
内
の

空
気
に
よ
っ
て
、
下
槽
の
水
を
小
孔
よ
り
吹
き
上
げ
る
（
同
一
〇
セ
ン
チ
）
。
さ
ら

に
、
火
薬
を
製
造
し
て
拳
銃
を
造
っ
た
り
、
自
作
の
地
球
儀
で
天
動
説
と
地
動
説
と

を
比
較
し
て
そ
の
理
論
を
説
明
し
た
り
、
西
洋
医
学
に
精
通
し
梅
毒
治
療
（
水
銀
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

法
）
に
高
い
技
術
を
も
っ
て
い
た
、
な
ど
と
い
う
伝
承
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
全
て
を
弁
吉
の
業
績
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
多
く
は
三
束

視
窮
録
』
の
記
述
内
容
に
関
連
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
弁
吉
の
広
範
か
つ
高
水
準
の
科
学
知
識
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
一
介
の
細
工
職
人
に
こ
う

し
た
知
識
は
必
要
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
得
る
す
べ
も
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
、

こ
こ
に
加
賀
の
「
技
術
文
化
」
と
「
地
域
蘭
学
」
の
接
点
を
み
る
の
で
あ
る
。
な
か

で

も
、
写
真
術
を
構
成
す
る
光
学
や
化
学
知
識
の
理
解
に
関
し
て
は
、
弁
吉
の
人
脈

に
つ
な
が
る
蘭
学
者
松
田
東
英
の
影
響
に
注
目
し
て
い
る
。
以
下
、
松
田
東
英
の
理

化
学
知
識
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
分
野
で
の
弁
吉
と
の
関
係
を
検
証
し
て
み

よ
う
。②

松
田
東
英
の
理
化
学
知
識

　
松

田
東
英
は
、
就
、
芹
斉
と
号
し
、
天
明
四
年
（
一
七
八
八
）
越
中
の
埴
生
村
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

内
屋
伊
兵
衛
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
（
芹
斉
の
生
家
河
内
家
の
墓
は
、
埴
生
村
医

王
院

に
あ
る
）
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
河
内
家
よ
り
同
村
太
田
家
の
養
子
に
出
さ

れ

た
。
太
田
家
は
、
代
々
十
村
役
や
山
廻
り
役
、
新
田
裁
許
の
公
職
を
仰
付
ら
れ
た

名
家
で
、
代
官
米
二
千
石
を
賜
っ
た
豪
農
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
医
術
を
志
し
た
就

は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
金
沢
尾
張
町
の
町
医
者
松
田
東
英
（
寿
英
）
の
娘
婿

養
子

に
入
る
。
初
代
東
英
は
、
宮
腰
の
町
人
竹
松
屋
権
右
衛
門
の
長
男
に
生
ま
れ
、

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
金
沢
に
出
て
町
医
者
と
な
り
、
東
英
を
名
乗
っ
た
人
物
で

あ
る
。
就
自
身
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
加
賀
藩
人
持
組
寺
西
九
左
衛
門
（
七

千
石
）
を
診
察
し
て
扶
持
米
を
賜
り
、
同
十
二
年
寺
西
要
人
秀
周
の
手
医
者
と
な
る
。

文
政
七
年
に
は
五
人
扶
持
、
同
十
一
年
二
人
扶
引
足
、
翌
十
二
年
新
知
五
十
石
を

賜
っ
て
い
る
（
松
田
家
由
緒
書
）
。
当
時
、
就
は
養
子
に
入
っ
て
芹
斉
と
名
乗
っ
て

い

た
が
、
の
ち
養
父
の
名
跡
東
英
を
名
乗
る
に
至
る
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
十

月
病
死
。
享
年
六
十
歳
。
墓
は
卯
辰
山
観
音
院
に
あ
る
。
な
お
、
松
田
家
は
代
々
医

業

を
継
ぎ
、
東
英
の
孫
松
田
壬
作
は
の
ち
金
沢
医
学
館
で
植
物
学
教
師
を
つ
と
め

（4
5
）

た
。　

蘭
学
者
東
英
の
足
跡
は
、
例
え
ば
、
金
沢
寺
町
棟
岳
寺
に
建
立
さ
れ
た
加
賀
藩
蘭

方
医
吉
田
長
淑
の
墓
の
墓
碑
銘
の
門
人
中
に
名
前
が
残
さ
れ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

が
、
何
よ
り
も
、
杉
田
玄
白
の
嗣
子
杉
田
立
卿
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

よ
う
。
立
卿
の
訳
書
『
眼
科
新
書
』
六
冊
の
う
ち
付
録
一
冊
『
眼
科
新
書
附
録
』
は
、

東
英
が
立
卿
検
閲
の
も
と
分
担
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
践
文
に
は
、
「
門
下

有
リ
松
田
生
乃
請
フ
代
テ
而
輯
録
セ
ン
ト
之
ヲ
立
卿
許
ス
之
ヲ
即
令
就
テ
帳
中
所
ノ

謹
蔵
ス
ル
和
蘭
諸
書
二
而
考
索
之
ヲ
於
テ
是
二
松
田
生
日
夜
就
テ
焉
凝
シ
思
ヲ
注
キ

目
ヲ
彼
二
稽
へ
此
二
索
メ
且
ツ
経
テ
立
卿
ノ
之
検
閲
ヲ
而
成
ル
　
（
略
）
」
（
恵
山
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

松
良
硯
義
則
撰
）
と
あ
り
、
そ
の
実
力
と
信
頼
ぶ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
東
英
の
蘭
学
者
と
し
て
の
交
友
は
、
長
崎
・
大
坂
・
江
戸
で
の
遊
学
と
、
杉
田

立
卿
の

門
弟
で
あ
っ
た
こ
と
に
多
く
を
因
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
松
田
家
所
蔵
資

料
の

な
か
に
は
、
伝
緒
方
洪
庵
直
筆
の
書
（
東
英
に
贈
呈
し
た
和
歌
の
書
幅
）
も
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

さ
れ
て
お
り
、
洪
庵
・
適
塾
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。

　

さ
て
、
松
田
東
英
の
事
績
と
し
て
、
加
賀
の
技
術
文
化
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る

の

は
、
金
沢
最
初
の
望
遠
鏡
や
顕
微
鏡
を
考
案
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
英
の
望
遠
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鏡

は
、
今
日
ま
で
に
三
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
三
年
（
一
八
三
三
）
の
春
、

河
野
通
義
の
力
を
得
て
作
っ
た
「
窺
天
鏡
」
が
、
な
か
で
も
早
い
事
例
と
し
て
知
ら

れ

る
。
翌
四
年
（
一
八
三
三
）
の
記
録
に
は
、
「
寺
西
秀
周
通
称
要
人
は
、
天
文
暦

数
を
好
み
、
そ
の
邸
を
観
星
楼
と
名
付
、
六
月
朔
日
日
蝕
の
観
測
す
」
（
『
加
能
郷
土

辞
彙
』
）
と
あ
り
、
こ
の
時
寺
西
が
日
蝕
観
測
に
使
用
し
た
望
遠
鏡
が
、
東
英
の
考

案
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
（
東
英
は
寺
西
の
家
中
）
。
な
お
、
同

入
年
（
一
八
三
七
）
二
月
に
は
、
藩
主
前
田
斉
泰
の
た
め
に
望
遠
鏡
・
顕
微
鏡
を
製

し
て
、
遠
藤
高
環
を
通
し
献
上
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
折
の
望

遠
鏡

が
、
現
存
す
る
天
保
十
四
年
の
「
窺
天
鏡
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、

こ
れ
ら
の
望
遠
鏡
の
特
徴
・
銘
文
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
顕
微
鏡
は
、
昭
和
七
年

（
一
九
三

二
）
に
開
催
さ
れ
た
東
京
科
学
博
物
館
（
現
国
立
科
学
博
物
館
）
の
展
覧

会
「
江
戸
時
代
の
科
学
」
に
出
品
さ
れ
、
戦
前
ま
で
東
京
大
学
理
学
部
に
現
存
し
て

い

た
と
い
塑

　
A
　
松
田
家
蔵
（
天
保
三
年
）
の
望
遠
鏡

　
　
木
製

円
筒
形
六
筒
式
望
遠
鏡
。
漆
塗
り
で
接
眼
部
対
物
部
の
筒
に
は
金
泥
で
波

　
縞
が
施
さ
れ
て
い
る
。
最
長
三
〇
〇
セ
ン
チ
。
最
大
胴
周
三
八
・
一
セ
ン
チ
。
対

　
物
部
の
径
九
・
八
セ
ン
チ
。
接
眼
部
の
径
九
・
六
セ
ン
チ
。
箱
の
蓋
に
、
以
下
の

　
漆
書
の
箱
書
（
銘
文
）
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
（
銘
文
）

　
　
　
夫
和
蘭
所
謂
眼
目
叢
膿
視
之
機
者
　
眼
球
内
有
六
膜
三
液
以
為
其
機
而
達
干

　
　
之
精
神
也
者
太
陽
映
物
体
之
光
輝
　
即
向
球
及
照
為
一
直
尖
射
　
前
膜
而
與
後

　
　
膜
其
光
口
相
接
　
則
為
倒
景
再
相
接
昴
為
立
景
以
入
瞳
孔
　
而
為
謄
視
之
機
也

　
　
　
　
此
具
大
略
也
彼
邦
原
究
此
理
而
以
製
作
眼
鏡
　
而
摂
諸
眼
球
而
使
小
為
大

　
　
使
遠
為
近
而
ト
モ
使
　
其
視
力
之
所
不
及
者
便
也
　
然
則
眼
鏡
之
理
亦
眼
球
之

　
　
理
　
而
眼
科
者
流
之
所
不
可
不
通
其
理
者
欺
予
團
在
遊
於
西
肥
而
学
眼
科
之
日

　
　
頗
得
通
具
理
然
未
得
製
作
之
試
其
実
理
焉
　
昨
庚
寅
冬
同
盟
河
野
通
義
兄
袖
破

　
　
璃
二
三
片
来
請
製
作
之
　
以
試
其
実
理
故
狭
掌
之
隙
絶
琢
之
　
或
磨
之
寛
製
作

　
　

顕
微
鏡
初
試
使
小
為
大
之
実
理
焉
令
弦
壬
辰
春
再
製
作
斯
　
窺
天
鏡
者
初
試
使

　
　

遠
為
近
之
実
理
焉
故
鏡
面
適
具
真
理
乃
一
也
観
者
要
焉
星
次
　
天
保
三
　
星
宿

　
　

壬
辰
　
北
賀
金
城
　
芹
斉
　
松
就
将
卿
製
作
並
録
（
花
押
）

　

B
　
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
（
天
保
三
年
）
の
望
遠
鏡

　
　

木
製
箱
型
四
筒
式
望
遠
鏡
。
最
長
三
二
三
・
○
セ
ン
チ
。
最
大
幅
八
・
三
セ
ン

　

チ
。
対
物
部
の
幅
七
・
八
セ
ン
チ
。
接
眼
部
の
幅
三
・
○
セ
ン
チ
。
対
物
レ
ン
ズ

　

径
二
七
ミ
リ
。
天
板
に
朱
漆
の
銘
文
が
あ
り
、
「
窺
天
鏡
」
と
称
し
て
い
る
。
そ

　
の

内
容
は
松
田
家
蔵
望
遠
鏡
の
箱
書
き
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
文
末
に
「
窺

　

天
鏡
者
初
試
使
遠
為
近
之
実
理
焉
故
附
此
説
以
蔵
之
河
野
家
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ

　

な
ど
、
多
少
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
（
銘
文
）
省
略

　

C
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
（
天
保
十
四
年
）
の
望
遠
鏡

　
　
大
型
支
持
台
付
の
木
製
箱
形
四
筒
式
望
遠
鏡
。
最
長
二
九
二
・
四
セ
ン
チ
。
最

　

大
幅
一
〇
・
四
セ
ン
チ
。
対
物
部
の
幅
九
・
○
セ
ン
チ
。
接
眼
部
の
幅
六
・
○
セ

　

ン
チ
。
接
眼
レ
ン
ズ
径
二
〇
ミ
リ
。

　
　
（
銘
文
）

　
　
　
予
学
眼
科
之

日
聞
西
洋
所
謂
眼
球
内
有
六
膜
三
液
　
以
為
謄
視
之
理
鳥
欲
試

　
　
其
実
測
而
手
製
顕
微
鏡
及
望
遠
鏡
　
而
知
其
理
不
差
　
二
百
先
生
為
望
湖
楼
請

　
　
望
遠
鏡
　
予
所
製
者
為
試
実
測
非
為
望
観
故
不
事
鮮
明
焉
固
辞
　
再
三
請
不
止

　
　
逐
製
一
具
而
其
需
望
歓
之
君
子
勿
詩
其
不
分
明

　
　
　
　
天
保
十

四
年
辛
卯
秋
　
松
田
芹
斉
就
　
謹
誌

　

こ
の
う
ち
、
神
戸
市
博
物
館
蔵
「
窺
天
鏡
」
は
、
四
筒
式
の
箱
型
望
遠
鏡
で
、
天

板

に
朱
漆
の
銘
文
が
あ
り
、
眼
科
学
・
光
学
の
原
理
の
研
究
の
た
め
望
遠
鏡
を
製
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
の
箱
型
望
遠
鏡
も
同
型
同
種

で
、
朱
漆
銘
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
製
作
で
あ
る
こ
と
、
藩
主

献
上

品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
銘
文
に
は
東
英
が
顕
微
鏡
の
製
作
を
試
み
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
田
家
蔵
天
保
三
年
銘
の
窺
天
鏡
（
筒
形
望
遠
鏡
）
の
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箱
書
き
に
は
、
「
同
盟
河
野
通
義
兄
袖
披
璃
二
三
片
来
請
製
作
之
」
と
あ
り
、
河
野

久
太
郎
の
協
力
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
英
は
、
こ
う
し
た
望
遠
鏡
を
ど
の
よ
う
な
意
図
で
考
案
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
望
遠
鏡
や
そ
の
箱
書
き
に
記
さ
れ
た
銘
文
か
ら
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
天
保
十
四
年
製
の
望
遠
鏡
（
石
川
県
立
歴
史
博

物
館
蔵
）
か
ら
、
そ
の
事
情
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
同
望
遠
鏡
は
、
木
製
の

角
形
筒
中
に
数
枚
の
硝
子
板
を
挿
入
し
、
そ
の
硝
子
板
を
抜
き
差
し
し
て
目
標
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
0
〕

焦
点
を
合
わ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
望
遠
鏡
の
接
眼
部
に
付
属
し
た
筒
に
は
朱
線
が
あ

り
、
こ
の
間
隔
等
か
ら
レ
ン
ズ
の
屈
折
原
理
を
用
い
て
製
作
し
た
天
体
観
測
用
の
望

遠
鏡

と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
筒
に
は
「
老
壮
眼
距
」
の
朱
漆
銘
が
あ
り
、
筒
上
の
銘

文

に
よ
れ
ば
、
こ
の
望
遠
鏡
の
製
作
は
、
「
眼
球
の
構
造
」
や
「
透
視
の
原
理
」
を

実
際
に
確
か
め
る
た
め
に
思
い
立
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
東
英
の
望
遠
鏡
製
作
は
、
お
そ
ら
く
、
当
初
の
契
機
と
し
て

は
眼
科
学
へ
の
学
問
的
情
熱
か
ら
考
案
さ
れ
、
実
際
に
は
天
文
観
測
（
月
食
や
茸
言
生

の

観

測
）
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四

一、

一）

の
望
遠
鏡
の

銘
文
に
は
、
こ
の
望
遠
鏡
は
小
坂
神
社
神
官
高
井
二
百
の
た
め
に

作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
高
井
二
百
ら
は
、

こ
の
望
遠
鏡
で
覗
い
た
「
望
湖
楼
」
か
ら
の
蓮
湖
、
す
な
わ
ち
河
北
潟
の
眺
め
を
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

し
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
江
戸
時
代
の
知
的
交
流
が
、
単
に
蘭
学
な
ら
蘭

学

だ
け
の
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
範
な
文
化
サ
ー
ク
ル
の
連
環
（
リ
ン
ク
ー
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
興
味
深
い
。
と
い
う
の

も
、
こ
の
望
湖
楼
と
は
、
高
井
が
卯
辰
山
山
麓
の
高
台
に
建
て
た
御
亭
で
、
東
英
は

こ
こ
に
集
う
文
人
墨
客
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
も
あ
り
、
郷
土
史
家
富
田
景
周
、
書
隷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
〕

野
村
円
平
、
国
学
者
中
沢
倹
な
ど
と
交
流
を
も
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
を
含
む
文
人
の
俳
譜
を
画
像
を
添
え
つ
つ
編
ん
だ
『
夷
曲
百
人
一

首
』
に
は
、
眼
鏡
を
か
け
望
遠
鏡
を
手
に
し
、
巨
大
な
時
計
の
前
に
誇
ら
し
げ
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
3
　

た
ず
む
東
英
の
肖
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
東
英
の
人
物
像
を
彷
彿
と
さ
せ
よ
う

響
羅
纂
計
牟

顧
糞
義
哉
沓

←
蹟
矯
黄
烏

著
轡

写真6　松田東英（r夷曲百人一首』所収）

（写
真

6
）
。
ま
た
、
近
年
、
松
田
家
に
残
さ
れ
た
連
句
集
『
四
季
掲
』
か
ら
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
4
）

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
具
体
的
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
句
集
の
署
名
に
は
、
「
芹

斎
」
、
す
な
わ
ち
東
英
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
碧
山
」
「
三
潮
」
「
春
浦
」
「
霞
提
」
「
見

山
」
「
亀
巣
」
ら
の
号
が
み
え
る
。
こ
の
う
ち
「
亀
巣
」
は
、
銭
屋
五
兵
衛
の
俳
号

で

あ
り
、
さ
き
の
弁
吉
と
の
密
接
な
関
係
が
喧
伝
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
も
と
も
と
、

芹
斉
東
英
の
養
父
寿
栄
は
銭
五
の
本
拠
地
宮
腰
の
出
身
で
あ
る
し
、
東
英
の
娘
て
い

も
、
五
兵
衛
の
二
男
佐
八
郎
に
嫁
ぎ
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
は
一
女
を
も

う
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
家
は
親
族
の
関
係
に
あ
っ
た
。
の
ち
銭
五
の
疑
獄
事
件

の

お
り
、
牢
獄
よ
り
出
た
佐
八
郎
は
松
田
家
に
て
保
護
さ
れ
た
と
も
い
う
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
東
英
と
弁
吉
の
間
に
何
ら
か
の
知
的
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ

よ
う
。
例
え
ば
、
三
束
視
窮
録
』
の
な
か
の
「
視
微
鏡
寸
法
　
上
玉
　
中
玉

下
玉

　
間
ヒ
中
一
寸
五
分
中
ド
、
二
寸
七
分
下
品
一
寸
一
分
」
等
の
記
載
も
、
東
英
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
蓼

顕
微
鏡

に
関
係
し
た
も
の
と
思
わ
れ
な
く
も
な
い
。

　
一
方
、
さ
き
に
天
文
測
量
の
事
績
を
紹
介
し
た
遠
藤
高
環
の
仕
事
か
ら
も
、
加
賀
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の

「
知
識

人
」
の
写
真
に
対
す
る
興
味
と
造
詣
が
う
か
が
え
る
。
と
い
う
の
も
、
彼

が
製

作
し
た
と
さ
れ
る
「
写
真
鏡
」
は
、
西
洋
の
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
知
識
を

応

用
し
て
自
ら
考
案
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
遠
藤
は
加
賀
で
最

初
の

「泥
絵
」
を
描
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
泥
絵
と
は
、
初
期
の
西
洋
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
5
6
｝

で
、
兼
六
園
の
千
歳
ム
日
か
ら
河
北
潟
あ
た
り
の
景
色
を
描
い
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。

一
説
に
は
先
の
写
真
鏡
（
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
）
を
利
用
し
て
制
作
し
た
と
も
い

簸

鍍

涼

麟

蕩
毒
　
　
べ

藻
灘
京

蕎

餐

燕

灘

写真7　『写法新術』（石川県立図書館所蔵）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ど

わ

れ
、
我
が
国
に
お
け
る
洋
画
導
入
の
歴
史
の
う
え
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
遠
藤
に
関
し
て
は
、
す
で
に
約
六
十
種
百
巻
に
余
る
多
数
の
書
物
を
著
し

た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
（
表
1
）
、
こ
の
な
か
に
『
写
法
新
術
』
（
写
真
7
）
『
鏡
影
発

理
』
『
真
写
弁
』
な
ど
、
写
真
や
光
学
（
物
体
認
識
）
に
関
す
る
著
作
を
含
ん
で
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
な
か
で
も
『
写
法
新
術
』
六
巻
は
、
写
真
術
と
そ
の
前
史
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ら

あ
る
い
は
絵
画
史
の
う
え
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
著
述
と
い
え
よ
う
。
近
年
の
研
究

に

よ
れ
は
、
『
写
法
新
術
』
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
遠
近
法
の
理
論
的
な
理
解
の
ご

く
初
期
の
事
例
と
も
評
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
加
賀
の
技
術
文
化
の
思
索
的
達
成

を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
詳
細
は
尾
鍋
論
文
に
譲
る
が
、
同
書
中
に
は
、
「
製
写

真
鏡
写
物
図
」
の
記
載
も
あ
り
、
写
真
知
識
の
導
人
の
事
例
と
し
て
も
き
わ
め
て
興

味
深
い
。
な
お
、
同
書
は
、
原
本
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、
写
本
が
学
士
院
並
び
に

京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
、
模
本
が
石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
田
中
鉄
吉
文
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
弁
吉
の
理
化
学
知
識
が
、
こ
の
よ
う
な
加
賀
の
知

識

人
の
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
磨
か
れ
た
事
実
は
、
地
域
蘭
学
の
在
り
方
に
関
し写真8　からくり三番翌人形（粟森家所蔵）
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て

注
目
し
て
お
き
た
い
。

③
弁
吉
の
機
巧
技
術
と
地
域
蘭
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
弁
吉
の
仕
事
は
、
見
立
て
番
付
「
加
越
能
古
人
高
名
一
覧
」
に
「
彫
刻
」
師
と
し

て

登
場
す
る
よ
う
に
、
木
彫
や
象
牙
細
工
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
細
工
物
や
火
打
ち

器

（
ラ
イ
タ
ー
）
な
ど
の
機
械
細
工
で
知
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
技
術
は
、
金
工
、

絵
画
、
蒔
絵
、
焼
物
、
さ
ら
に
は
花
火
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。

と
く
に
精
巧
な
機
巧
技
術
は
、
か
ら
く
り
三
番
臼
又
人
形
（
金
沢
市
、
粟
森
家
所
蔵
。

首
と
手
を
振
っ
て
前
進
す
る
。
写
真
8
）
や
唐
子
引
台
（
金
沢
市
、
大
友
家
所
蔵
。

車
上
と
引
き
手
の
唐
子
が
軍
配
を
振
り
、
首
を
振
っ
て
前
進
す
る
）
な
ど
か
ら
、
今

日
で
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
真
鍮
ゼ
ン
マ
イ
の
動
力
、
木
製
や

金

属
製
の
歯
車
を
利
用
し
た
も
の
で
、
小
型
の
茶
運
人
形
（
金
沢
市
、
喜
楽
家
所

蔵
）
や
飛
び
蛙
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
と
同
様
、
三
束
視
窮
録
』
に
図

面
の

残
る
盃
台
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
と
動
力
の
原
理
は
同
じ
も
の
で
あ

る
。
基
本
は
櫓
時
計
な
ど
の
機
械
製
作
技
術
（
ゼ
ン
マ
イ
・
歯
車
・
カ
ム
等
の
機

構
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
弁
吉
の
機
巧
技
術
は
、
土
佐
の
細
川
半
蔵
頼
直
が
寛
政

八
年
（
一
七
九
六
）
江
戸
で
刊
行
（
寛
政
八
年
の
大
坂
柏
原
屋
清
右
衛
門
版
、
文
化

五
年
の
京
都
版
も
存
在
）
し
た
『
機
巧
図
彙
』
三
巻
に
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、
同

書
の
写
本
『
奇
器
製
作
書
』
（
「
物
好
庵
陀
楽
斎
」
銘
、
金
沢
市
大
友
家
所
蔵
）
も
残

さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
機
巧
図
彙
』
の
序
文
は
、
森
島
中
良
の
撰
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

「機
巧
」
と
「
蘭
学
」
の
意
外
な
近
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

さ
て
、
写
真
術
を
含
め
、
以
上
の
よ
う
な
大
野
弁
吉
の
広
範
な
科
学
技
術
知
識
は
、

ど
こ
か
ら
得
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
長
崎
で
シ
ー
ボ

ル

ト
に
学
ん
だ
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の
研
究
か
ら
ほ
ぼ
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
、
さ
き
に
示
し
た
幕
末
期
の
金
沢
に
あ
っ
た
科
学

者
サ
ロ
ン
（
加
賀
藩
士
を
中
心
と
し
た
蘭
学
や
西
洋
事
情
、
あ
る
い
は
開
国
論
を
議

論

し
あ
う
グ
ル
ー
プ
）
に
、
弁
吉
も
そ
の
周
辺
の
一
員
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
近
年
の
史
料
発
掘
に
と
も
な
い
、
金
沢
の
壮
猶
館
に
弁
吉
が
出
入

り
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
加
賀
藩
で
は
海
防
や
洋
式
軍
備
な
ど
幕
末
情
勢

に
対
応
し
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
八
月
壮
猶
館
を
設
立
す
る
。
「
大
野
町
御
用

留
抜
書
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
壮
猶
館
に
お
い
て
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
四
月
弁

吉
は
「
諸
細
工
巧
者
成
」
を
認
め
ら
れ
、
「
舎
密
方
」
助
手
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

で
あ
る
。
以
下
、
二
点
の
史
料
を
示
す
。

　
　
A

　
　
右
之
者
諸
細
工
功
者
成
由
二
候
間
　
右
筋
相
尋
申
度
候
間
　
一
両
日
中
之
内
壮

　
　
猶
館
工
罷
出
候
様
　
御
申
渡
之
様
致
度
候
　
以
上

　
　
　
　
亥
四
月
二
一
日
（
文
久
三
年
也
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
勘
左
工
門

　
　
　
　
　
神
尾
篤
次
郎
様

大
野
町
　
中
村
屋
弁
吉

　
　
B

　
　
中
村
屋
弁
吉

　
　
　
　
　
右
之
者
壮
猶
館
舎
密
方
御
用
手
伝
相
勤
候
様
可
申
渡
候
事
右
写
之
通
今

　
　
　
　
　
日
海
防
方
御
席
江
御
呼
立
被
仰
渡
候
条
得
其
意
此
段
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
亥
六
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂

井
三
郎
兵
衛
印

　
　
　
　
　
大
野
町
年
寄
中

　
さ
ら
に
、
付
言
す
れ
ば
、
数
名
い
た
と
さ
れ
る
弁
吉
の
弟
子
た
ち
も
こ
の
系
譜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
臼
）

つ

な
が
る
存
在
と
い
え
よ
う
。
な
か
で
も
、
米
林
八
十
八
と
朝
倉
長
右
工
門
は
代
表

的
な
例
で
あ
る
。
米
林
八
十
八
（
号
は
一
光
。
弁
吉
の
甥
に
あ
た
る
）
は
、
文
政
十

二
年
京
都
時
代
の
弁
吉
に
弟
子
入
り
し
、
翌
十
三
年
四
月
共
に
加
賀
入
国
。
各
地
で

修
行

し
た
の
ち
金
沢
に
も
ど
っ
て
、
上
堤
町
、
つ
い
で
南
町
に
奇
物
・
機
巧
の
店
を
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開
い
た
。
加
賀
藩
御
用
の
器
械
師
も
つ
と
め
、
天
文
測
量
具
な
ど
を
製
作
し
て
い

（6
5
）

る
。　

朝
倉
長
右
工
門
は
、
石
川
郡
高
畠
村
の
肝
煎
で
、
和
算
家
、
医
家
と
し
て
も
知
ら

れ
、
晩
年
の
弟
子
な
が
ら
『
大
野
一
東
之
伝
法
諸
々
免
許
』
（
金
沢
市
朝
倉
家
所
蔵
）

な
ど
の
伝
書
を
よ
く
残
し
た
。
『
花
火
根
本
仕
種
秘
伝
方
』
『
万
花
火
之
雛
形
』
（
同

前
）
な
ど
著
述
も
少
な
く
な
い
。
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
は
省
く
が
、
彼
ら
の
仕
事
に

も
、
地
域
蘭
学
の
影
響
が
し
ば
し
ば
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

③
壮
猶
館
の
系
譜
と
蘭
学
者

ω
壮
猶
館

と
舎
密
局

　
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
以
来
、
各
藩
の
海
岸
防
備
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
加
賀
藩
で
は
西
洋
火
術
方
役
所
が
つ
く
ら
れ
る
。
同
所
は
、
初

め

八
百
石
の
藩
士
大
橋
作
之
進
の
私
設
洋
式
砲
術
研
究
所
で
あ
っ
た
も
の
を
、
同
年

八
月
藩
立
に
移
管
し
た
も
の
で
、
翌
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
八
月
さ
ら
に
規
模
を

拡
大

し
、
壮
猶
館
と
改
組
・
改
称
し
た
。
こ
の
壮
猶
館
の
な
か
に
舎
密
局
、
い
わ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柘
）

理
化
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
に

か

け
て
行
わ
れ
た
卯
辰
山
開
拓
は
、
壮
猶
館
の
科
学
技
術
が
維
新
期
の
状
況
下
に
展

開
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
開
発
事
業
自
体
は
、
金
沢
城
下
の
郊
外
卯
辰
山
一
帯
の

大
規
模

な
土
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
福
沢
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
』
に
刺
激
さ
れ

た
十
四
代
藩
主
前
田
慶
寧
が
、
西
洋
の
医
療
や
福
祉
制
度
を
導
入
す
る
た
め
計
画
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
主
な
事
業
に
は
、
蘭
方
医
学
を
取
り
入
れ
た
「
養
生
所
」
の
設

置
（
蘭
学
医
黒
川
良
安
が
初
代
頭
取
）
、
付
属
教
育
施
設
の
「
医
学
局
」
、
製
薬
所
の

「舎
密
局
」
の
開
設
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
事
業
を
記
録
し
た
内
藤
誠
斎
著
『
卯

辰
山
開
拓
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
撫
育
所
」
（
福
祉
施
設
）
、
「
所
作
所
」
（
作
業
場
）
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

も
設
置
さ
れ
、
医
学
・
教
育
・
産
業
な
ど
の
近
代
化
の
源
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
地
域
蘭
学
と
の
関
係
で
は
、
「
写
真
局
」
の
存
在
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

同
施
設
は
高
峰
元
桂
（
化
学
者
高
峰
譲
吉
の
父
）
が
総
理
す
る
理
化
学
研
究
所
「
舎

密
局
」
に
併
設
さ
れ
た
、
写
真
術
の
研
究
・
伝
習
施
設
で
あ
っ
た
。
さ
き
の
『
卯
辰

山
開
拓
録
』
に
は
「
写
真
局
」
の
施
設
内
容
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
森
下
八
左
衛
門

筆
「
卯
辰
山
絵
図
」
（
昭
和
八
年
十
］
月
の
写
本
）
に
は
、
そ
の
位
置
や
配
置
が
示

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
局
撮
影
の
古
写
真
は
、
今
日
ま
で
に
数
点
が
確
認
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
「
卯
辰
山
写
真
」
「
向
山
写
真
局
」
「
卯
辰
山
撮
影
所
」
な
ど
の
施
設
名
が

印
字
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
年
に
金
沢
で
写
真
研
究
を
は
じ
め
、
開
業
し
た
人
々
の

う
ち
、
高
山
一
之
、
遠
藤
虎
次
郎
は
、
こ
の
「
向
山
（
卯
辰
山
）
写
真
局
」
の
技
術

　
　
　
　
（
6
8
）

者
で
あ
っ
た
。

②
鈴
見
鋳
造
場
と
七
尾
軍
艦
所

　
卯
辰

山
山
麓
の
河
北
郡
鈴
見
村
（
現
金
沢
市
）
に
は
、
加
賀
藩
の
「
鋳
造
場
」
、

す
な
わ
ち
、
兵
器
製
造
所
が
置
か
れ
た
。
こ
の
鈴
見
鋳
造
場
は
、
壮
猶
館
の
付
属
施

設

と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
本
格
的
な
生
産
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
～
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

　
機
械
技
術
史
上
の
特
色
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
①
敷

地

は
上
中
下
段
に
分
か
れ
、
下
段
の
タ
タ
ラ
は
鋳
造
場
川
（
用
水
）
の
水
車
で
動
か
し

た
。
②
職
長
四
人
の
う
ち
一
人
は
釜
師
横
川
家
の
出
身
で
英
国
製
の
キ
ュ
ポ
ラ
（
熔

鉱

炉
）
が
あ
っ
た
。
③
工
作
用
と
し
て
英
国
製
一
二
尺
旋
盤
↓
台
、
車
鋸
一
台
が

あ
っ
た
。
④
鋳
物
師
村
山
・
武
村
両
家
が
鋳
造
技
術
に
関
与
し
た
。
⑤
鋳
造
場
の
機

械
類
は
廃
止
後
七
尾
軍
艦
所
の
機
械
工
場
に
移
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
の
作
業
工
程
に

関
し
て
は
、
例
え
ば
小
銃
工
場
に
お
い
て
は
、
す
で
に
一
定
の
分
業
体
制
が
と
ら
れ

た
と
い
う
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
加
賀
藩
壮
猶
館
で
は
、
「
張
立
所
、
中
直

シ
所
、
仕
揚
所
、
金
具
火
作
並
仕
揚
御
筒
筋
入
所
、
台
方
目
当
口
込
所
」
と
い
う
区

分
が
な
さ
れ
、
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
分
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
鉄
砲
の
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写真9　『卯辰山開拓録』（石川県立歴史博物館所蔵）

一
貫

生
産
と
生
産
増
加
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
幕
末
に
お
け
る
加
賀
藩

の

L
作
機
械
技
術
の
水
準
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
加
賀
藩
で
は
、
弘
化
年
間
に
江
戸
か
ら
や
っ
て
来
た
西
洋
流
の
鉄
砲
製

作
者
集
団
が
大
砲
と
共
に
小
銃
の
牛
産
を
伝
え
た
こ
と
、
施
条
（
ラ
イ
フ
ル
）
銃
の

製
造

を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
福
井
藩
か
ら
鉄
砲
鍛
冶
を
招
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘

　
　
　
　
　
の
　

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
加
賀
藩
で
も
、
生
産
規
模
の
拡
大
や
製
品

の

変
更
な
ど
の
機
会
に
、
繰
り
返
し
新
技
術
を
持
っ
た
職
人
を
招
く
傾
向
が
あ
っ
た

こ
と
や
、
す
で
に
幕
末
期
に
は
熟
練
工
が
自
由
に
移
動
で
き
る
「
労
働
市
場
」
が
展

開
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
加
賀
藩
で
は
、
文
久
一
年
（
，
八
六
一
．
）
壮
猶
館
の
付
属
施
設
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
2
｝

て
、
金
沢
西
町
と
ヒ
尾
（
所
口
）
に
軍
艦
所
を
設
け
た
。
こ
の
う
ち
七
尾
軍
艦
所
は
、

蒸

気
機
関
を
有
す
る
製
鉄
所
（
造
船
所
）
と
さ
れ
、
一
説
に
は
、
「
七
尾
製
鉄
所
の

新
設
備
は

肥
前
、
薩
摩
両
藩
の
も
の
よ
り
優
れ
、
幕
府
長
崎
製
鉄
所
に
劣
ら
ぬ
本
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

的
な
」
作
機
械
一
式
を
そ
ろ
え
て
い
た
」
と
も
い
わ
れ
る
。
な
お
、
同
製
鉄
所
に
は
、

壮
猶
館
付
属
の
鈴
見
鋳
造
所
の
機
械
類
と
技
術
が
移
転
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
金
沢
に
は
、
日
本
最
占
と
目
さ
れ
る
「
文
久
元
年
酉
年
」
銘
の
蒸
気
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

関
の
模
型
も
残
さ
れ
て
い
る
（
金
沢
大
学
理
学
部
旧
蔵
、
石
川
県
教
育
委
員
会
所
蔵
。

あ
る
い
は
、
壮
猶
館
の
旧
蔵
備
品
と
も
推
定
さ
れ
る
。
写
真
1
0
）
。

　
さ
て
、
こ
の
ヒ
尾
軍
艦
所
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
二
年
五
月
加
賀
藩
士
関
沢
孝
二

郎
、
遠
藤
友
次
郎
、
及
び
大
聖
寺
藩
上
石
川
障
の
三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
の
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
5
）

と
し
て
、
摂
津
兵
庫
（
現
在
の
神
戸
）
に
製
鉄
所
を
刮
画
し
て
い
る
。
翌
三
年
三
月

に

は
金
沢
藩
が
本
格
的
な
工
場
の
建
築
に
着
手
、
同
年
十
．
月
に
は
、
七
尾
に
あ
っ

た
藩
の
軍
艦
所
（
七
尾
製
鉄
所
）
の
事
業
を
こ
の
兵
庫
製
鉄
所
に
合
併
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
兵
庫
鉄
工
場
（
製
鉄
所
）
は
、
加
賀
藩
の
七
尾
造
船
所

の

機
械
設
備
を
移
し
、
「
加
州
製
鉄
所
」
（
あ
る
い
は
「
兵
庫
製
鉄
所
」
）
と
改
称
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
一

て

運
営
に
あ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
兵
庫
の
L
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
系
譜
上
、

七

尾
製
鉄
所
と
人
的
、
技
術
的
に
．
連
の
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ

の

後
、
ヒ
尾
の
建
物
・
機
械
は
売
却
さ
れ
、
機
械
類
の
多
く
は
、
明
治
六
年

（
．

八

七
二
）
海
軍
省
に
引
き
渡
さ
れ
、
そ
れ
が
明
治
九
年
に
鹿
児
島
に
移
設
さ
れ
、

管
理
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
金
沢
か
ら
は
遠
藤
直
方
が
主
計
と
し
て
参
加
し
た
。

ま
た
、
一
部
は
、
明
治
四
年
金
沢
の
商
人
宮
田
吉
良
右
衛
門
な
ら
び
に
円
中
孫
平
に

払
い
下
げ

ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
金
沢
に
移
さ
れ
た
機
械
が
市
内
．
二
社
の
吉
竹
伸
銅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
7
7
｝

所
で
戦
後
ま
で
稼
働
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
機
械
の
一
部
は
、
「
製
鉄
器
械
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大

凡
価
附

目
録
」
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
、
加
越
能
文
庫
）
に
よ
り
、
英
国
製
と

確
認
さ
れ
て
お
り
、
口
本
で
最
初
の
輸
入
旋
盤
（
工
作
機
械
）
の
事
例
と
し
て
も
注

　
　
　
　
　
⌒
7
8
V

目
さ
れ
て
い
る
。

　
、
方
、
兵
庫
の
製
鉄
所
、
造
船
所
は
、
そ
の
後
小
蒸
気
船
や
船
具
を
造
っ
て
い
た

が
、
経
営
が
困
難
に
な
り
、
つ
い
に
政
府
に
買
い
上
げ
を
願
い
出
、
そ
の
結
果
工
場

は
工
部
省
所
管
に
移
る
。
さ
ら
に
政
府
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
、
鹿

写真10　蒸気機関模型（石川県教育委員会所蔵。ただし，右端のバネは所蔵者による後補）

児
島
県
人
川
崎
正
蔵
に
払
下
げ
、
以
後
川
崎
造
船
所
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
の
代
表
的
造
船
所
の
、
つ
川
崎
重
工
業
神
戸
造
船
所
の
母
体
は
、

実
に
七
尾
軍
艦
所
に
代
表
さ
れ
る
、
加
賀
藩
の
科
学
技
術
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

　
　
　
　
（
7
9
｝

る
の
で
あ
る
。

倒
鹿
田
文
平
と
語
学
・
兵
学

　
壮
猶
館
か
ら
七
尾
軍
艦
所
に
い
た
る
、
加
賀
藩
の
洋
式
軍
事
技
術
施
設
で
は
、
当

然
、
蘭
書
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
の
軍
事
知
識
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
翻
訳
し
、

教
授
す

る
人
材
が
も
と
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
蘭
学
者
が
軍
事
科
学
技
術
と
関
係
す

る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
蘭
書
を
翻
訳
し
、
洋
式
の
兵
学
を
教
え
、
あ
る
い
は
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
へ
い
　
　
　
（
額
　

述
・
刊
行
し
た
。
加
賀
藩
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
代
表
が
鹿
田
文
平
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き
あ
き
ら

　
鹿
田
文
平
こ
と
鹿
田
正
明
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
金
沢
に
生
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ざ
カ
ま

加
賀
藩
の
足
軽
小
頭
五
十
石
の
鹿
田
文
平
正
復
の
長
男
で
あ
る
。
天
保
、
一
年
（
、
八

三
一
）
父
が
事
件
に
係
わ
っ
て
自
害
（
除
籍
）
す
る
と
い
う
不
幸
に
遭
遇
す
る
。
正

明
は
医
学
で
身
を
立
て
よ
う
と
決
意
し
、
ま
ず
京
都
に
上
っ
て
小
石
．
兀
瑞
の
家
塾

「究
理

堂
」
に
入
門
す
る
。
元
瑞
は
、
高
峰
譲
吉
の
父
元
桂
な
ど
も
教
え
た
著
名
な

蘭
学
者
で
あ
っ
た
。
究
理
堂
の
「
門
人
帳
」
に
は
「
鹿
田
文
山
」
の
名
前
で
確
認
さ

れ

る
。
元
瑞
の
も
と
で
医
学
と
蘭
学
を
修
め
、
次
い
で
大
坂
の
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
塾

適
塾
の

門
を
叩
く
。
『
適
々
斎
塾
姓
名
録
』
に
は
、
「
加
州
金
沢
　
鹿
田
謹
斎
」
と
残

　
　
　
　
　
む
　

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
江
戸
に
下
り
、
洪
庵
の
師
坪
井
信
道
の
蘭
学
塾
「
日
習

堂
」
（
門
人
帳
に
は
「
鹿
田
文
山
　
加
州
金
沢
之
産
物
」
と
あ
る
）
や
村
上
英
俊
塾

（
同
「
鹿
田
謹
斎
」
）
に
学
ぶ
。
こ
う
し
て
文
平
は
、
京
・
大
坂
・
江
戸
と
学
問
遍
歴

を
重
ね
、
学
者
と
し
て
の
実
力
を
蓄
え
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
文
平
は
、
江
戸
で
の
修
学
時
代
に
、
坪
井
塾
あ
る
い
は
村
上
塾
で
、

佐
久
間
象
山
と
接
触
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
文
平
周
辺
の
資

料
の

な
か
に
、
和
蘭
辞
書
『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
の
増
補
版
作
成
に
関
す
る
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
8
2
　

が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
よ
る
辞
書
の
改
訂
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に
つ
い
て
は
、
従
来
松
代
藩
主
真
田
氏
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
、
象
山
の
増
訂
事
業

が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
象
山
は
、
嘉
永
初
年
か
ら
同
三
年
に
か
け
て
再
三
に
わ
た

り
幕
府
に
対
し
て
開
板
を
願
出
た
が
、
遂
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
作
業
に
実
際
に
手
を
付
け
た
の
は
、
今
日
残
さ
れ
た
い
く
つ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

資
料
か
ら
、
む
し
ろ
鹿
田
文
平
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
文
平

の

蘭
学
の
実
力
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
象
山
に
蘭
学
の
手
ほ
ど

き
を
し
た
の
は
、
文
平
の
同
僚
で
親
戚
、
後
に
加
賀
藩
蘭
方
侍
医
と
な
る
黒
川
良
安

で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
学
問
遍
歴
を
重
ね
る
こ
と
二
十
年
余
、
医
学
の
外
、
蘭
仏
ニ
カ
国
語
を
身

に
つ
け
た
文
平
は
、
漸
く
故
郷
金
沢
に
戻
り
町
医
者
を
開
業
す
る
。
「
松
田
家
由
緒

書
」
に
よ
れ
ば
町
医
者
の
後
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
加
賀
藩
人
持
組
三
千
石

永
原
久
兵
衛
の
手
医
者
に
抱
え
ら
れ
、
知
行
五
十
石
を
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に

も
、
信
州
松
代
藩
主
真
田
氏
に
西
洋
兵
書
の
翻
訳
を
委
嘱
さ
れ
同
地
に
赴
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

あ
る
い
は
、
象
山
の
推
薦
か
。
松
代
滞
在
は
約
一
年
に
も
及
ん
だ
。

　
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
海
防
の
機
運
に
お
さ
れ
、
加
賀
藩
は
西
洋
流
火
術
方

役
所
を
設
立
す
る
。
こ
の
経
緯
は
さ
き
に
述
べ
た
が
、
藩
は
、
文
平
を
金
沢
に
呼
び

戻

し
西
洋
流
火
術
方
雇
を
命
じ
た
。
黒
川
良
安
と
と
も
に
同
所
の
創
立
に
参
加
さ
せ

る
た
め
で
あ
っ
た
。
壮
猶
館
に
改
組
後
も
文
平
は
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
、
西
洋
兵
書

翻
訳
方
並
び
に
訳
書
会
読
方
御
用
を
仰
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
安
政
元
年
（
一
八

五

四
）
閏
七
月
に
は
新
知
六
十
石
を
給
せ
ら
れ
、
名
実
と
も
に
士
籍
に
加
列
、
加
賀

藩
直
臣
と
し
て
遇
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
安
政
四
年
五
月
に
は
、
壮
猶
館
に
お
い
て

西
洋
原
書
素
読
並
び
に
会
読
稽
古
教
授
方
を
命
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
年
十
一
月
に
は
砲
台
築
造
方
調
査
の
た
め
能
登
及
び
越
中
の
海
岸
を
検

分
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
、
軍
艦
発
機
丸
の
機
械
調
理
方
に
転
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
、
京
都
で
は
「
禁
門
の
変
」
が
勃
発
。
文

平
も
芸
州
広
島
に
出
陣
し
た
藩
の
大
砲
付
属
品
等
積
込
船
に
取
締
方
と
し
て
乗
組
み
、

大
坂
へ
回
航
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
の
二
月
に
は
、
壮
猶
館
並
び
に
軍
艦
方
御
用
に

復
帰
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
幕
末
の
十
数
年
を
、
文
平
は
、
蘭
学
医
で
は
な
く
、
兵
学
を
軸
と
し

た
洋
学
者
、
技
術
官
僚
と
し
て
忙
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
間
、
黒

川
良
安
の
養
女
、
越
中
泊
の
町
医
者
稲
坂
安
仙
の
娘
と
結
婚
、
良
安
の
姻
戚
と
な
っ

て

い

る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
北
陸
に
も
新
た
な
学
問
が
流
入
し
て
く
る
。
加
賀
藩
で
も
、
壮

猶
館
の
英
書
翻
訳
方
に
村
田
蔵
六
、
後
の
大
村
益
次
郎
の
学
塾
「
鳩
居
堂
」
塾
頭
を

勤
め

た
加
賀
出
身
の
安
達
幸
之
助
が
任
じ
ら
れ
て
、
蘭
学
か
ら
英
学
へ
の
道
が
開
け

　
　
　
　
（
8
5
）

つ

つ

あ
っ
た
。
文
平
も
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
に
は
軍
艦
所
に
お
い
て
英
書

教
授
方
を
仰
付
け
ら
れ
、
こ
こ
に
彼
と
英
語
と
の
公
的
関
係
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
藩
士
と
し
て
の
身
分
は
、
大
筒
方
御
歩
小
頭
に
進
み
、
西
洋
兵
書
稽
古
方
御

用
、
洋
算
稽
古
教
授
方
兼
帯
な
ど
洋
学
教
師
職
を
歴
任
す
る
に
至
る
。
こ
う
し
て
、

文
平

は
、
明
治
四
年
正
月
、
五
十
七
年
の
生
涯
を
終
え
、
『
戦
闘
紀
事
』
『
攻
守
略

説
』
『
比
較
中
外
貨
幣
篇
』
『
天
象
解
』
等
多
く
の
有
用
な
著
作
を
残
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
時
代
は
下
る
が
、
金
沢
で
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
六
月
、
他
の

地
方
都
市
に
さ
き
が
け
て
本
格
的
な
英
和
辞
典
が
出
版
さ
れ
た
。
『
広
益
英
倭
字
典
』

　
　
（
8
6
）

で

あ
る
。
こ
の
辞
書
の
奥
付
に
は
、
編
纂
者
で
あ
る
大
屋
燈
故
、
田
中
正
義
、
中
宮

誠
之

の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
文
平
に
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
洋
学
者
た
ち

で

あ
る
。
本
辞
典
の
序
文
に
、
「
英
和
対
訳
辞
書
ハ
此
学
二
従
事
ス
ル
輩
二
於
テ
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

益

ア
ル
ハ
固
ヨ
リ
論
ヲ
待
タ
ス
、
是
二
因
テ
故
鹿
田
先
生
ヲ
首
ト
シ
、
亜
テ
芝
木
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

小
池
氏
英

国
ノ
ツ
ト
ー
ル
氏
辞
書
凡
ソ
四
万
六
千
有
余
ヲ
蒐
輯
ス
モ
亦
少
シ
ク
、
其

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

労
二
与
ル
鹿
田
先
生
ハ
既
二
世
二
就
キ
、
芝
木
氏
等
ハ
覇
旅
二
在
テ
職
務
ヲ
奉
ス
、

之
二
因
テ
校
舎
ヲ
田
川
氏
二
請
ヒ
編
輯
シ
テ
世
二
公
ニ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の

刊
行
事
業
が
、
実
は
鹿
田
文
平
の
首
唱
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
知
れ
る
。
地
域
蘭

学
の
担
い
手
が
、
地
域
の
洋
学
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
、
典
型
的
な
例
と
い

え
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
『
広
益
英
倭
字
典
』
編
者
の
一
人
大
屋
榿
故
は
、
天
保
十
年
（
一
八
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三

九
）
八
月
金
沢
に
生
ま
れ
て
い
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
京
都
に
遊
学
し
、

五
年
に
帰
国
。
蘭
学
を
安
達
幸
之
助
や
鹿
田
文
平
に
学
ん
だ
。
慶
応
元
年
（
一
八
六

五
）
十
一
月
壮
猶
館
翻
訳
方
に
任
ぜ
ら
れ
、
二
年
二
月
石
川
郡
寺
中
及
畝
田
炮
台
築

造
の
任
務
に
当
た
り
、
七
月
大
小
炮
製
造
所
絵
図
方
を
兼
務
し
、
明
治
元
年
（
一
八

六

八
）
六
月
兵
器
製
造
所
調
理
役
と
な
る
。
二
年
十
一
月
鋳
炮
局
に
転
じ
、
三
年
十

一
月
学
校
掛
と
な
っ
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
廃
藩
置
県
以
後
も
深
く
学
事
に
関
係
し
、

『金
沢
名
数
』
『
星
学
初
歩
』
『
日
本
射
号
図
』
『
加
賀
地
誌
』
『
能
登
地
誌
』
『
越
中
地

誌
』
等
多
数
の
著
作
を
残
し
た
。
明
治
三
十
四
年
六
月
没
、
享
年
六
十
三
歳
。
あ
た

か

も
、
鹿
田
文
平
の
生
涯
を
な
ぞ
る
か
の
よ
う
な
人
生
と
い
え
な
く
も
な
い
。
大
屋

も
ま
た
、
加
賀
の
地
域
蘭
学
の
系
譜
に
つ
な
が
る
逸
材
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

ω
加
賀
の
地
域
蘭
学
と
担
い
手

　
最
後
に
、
こ
れ
ら
加
賀
藩
域
の
技
術
文
化
を
担
っ
た
人
々
と
地
域
蘭
学
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
若
干
整
理
し
、
印
象
を
付
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
加
賀
藩
に
お
け
る
科

学
技
術
の

分
野

に
連
な
る
人
々
は
、
遠
藤
高
環
や
大
橋
作
之
進
な
ど
、
一
部
の
重
職

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
中
下
級
層
の
人
々
（
「
周
辺
」
的
人
物
）
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

近
代

用
兵
の
基
礎
と
な
る
高
島
流
砲
術
を
こ
の
地
に
定
着
さ
せ
た
斎
藤
三
九
郎
や
河

野
久
太
郎
は
、
い
ず
れ
も
重
臣
青
山
氏
や
長
氏
の
陪
臣
、
つ
ま
り
藩
の
職
制
か
ら
す

れ

ば
、
底
辺
的
な
藩
士
た
ち
で
あ
る
（
正
確
に
は
前
田
家
の
家
臣
1
1
直
臣
で
す
ら
な

い
）
。
例
え
ば
、
河
野
な
ど
は
、
一
八
〇
石
の
長
氏
与
力
で
、
本
来
藩
機
構
の
表
舞

台
に
立
つ
す
べ
も
な
い
身
分
で
あ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
、
加
賀
藩
在
来
の
軍
事
体
制
に
あ
っ
て
は
、
兵
学
は
伝
統
的
な
有
沢
流

が
信
奉
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
砲
術
に
は
儀
式
的
な
甲
州
流
が
採
用
さ
れ
て
い

た
た
め
、
洋
式
兵
学
校
壮
猶
館
創
設
以
前
は
、
高
島
流
自
体
が
「
周
辺
」
的
兵
学
で

あ
っ
た
（
河
野
自
身
、
わ
ざ
わ
ざ
三
河
田
原
藩
の
村
上
定
平
に
師
事
し
て
高
島
流
砲

術
を
修
得
し
た
）
。
ま
た
、
河
野
の
日
記
や
関
係
文
書
に
登
場
し
、
彼
が
交
流
し
た

加
賀
藩
の
実
学
グ
ル
ー
プ
の
面
々
、
す
な
わ
ち
、
藩
士
長
谷
川
猷
（
一
五
〇
石
）
、

和
算
家
石
黒
信
由
（
越
中
の
十
村
）
、
西
村
太
沖
（
越
中
の
商
人
。
明
倫
堂
天
文
師

範
を
一
年
で
辞
す
）
、
三
角
風
蔵
（
河
北
郡
の
百
姓
、
の
ち
割
場
附
足
軽
）
、
陪
臣
早

川
理
兵
衛
（
人
持
組
玉
井
氏
家
中
）
、
同
日
下
理
兵
衛
（
同
村
井
氏
家
中
）
た
ち
も
、

同
様
に
少
禄
の
藩
士
や
陪
臣
で
あ
っ
た
り
、
越
中
の
豪
農
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
出
身

で

あ
っ
た
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
い
わ
ば
「
周
辺
人
物
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実

は
、
こ
の
層
の
系
譜
上
に
、
黒
川
良
安
（
越
中
新
川
郡
出
身
）
や
鹿
田
文
平
（
父
は

足
軽
小

頭
、
の
ち
除
籍
）
な
ど
も
存
在
し
た
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
安
政
期
以
降
、

壮
猶
館
に
集
い
維
新
期
の
藩
組
織
を
担
う
人
材
な
の
だ
が
、
大
概
は
陪
臣
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
身
分
は
コ
雇
」
（
臨
時
職
）
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
郷

土
史
家
氏
家
栄
太
郎
が
『
汲
古
雑
録
』
中
に
河
野
を
「
幕
末
の
新
人
」
と
よ
ん
だ
よ

う
に
、
彼
ら
は
新
し
い
状
況
に
対
応
し
得
る
い
わ
ば
「
新
し
い
人
々
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
↓
方
、
壮
猶
館
の
前
身
西
洋
流
火
術
方
役
所
で
は
、
技
術
の
進
歩
に
対
応
で
き
な

い

「無
知
之
人
々
」
は
、
即
刻
「
御
雇
御
用
御
断
」
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
た
と
い

う
が
、
逆
に
こ
う
し
た
実
力
を
も
っ
て
身
分
・
格
式
の
姪
桔
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に

新

し
い
技
術
が
導
入
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
事
情
を
、
岩
崎
鐵
志
氏
は

「“

新
伝
”
で
あ
る
高
島
流
砲
術
の
導
入
も
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
も
の
が
、
ま
ず
陪
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
）

で

あ
る
が
ゆ
え
に
実
践
可
能
で
あ
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
。
ま
さ
に
正
鵠
を
射
た

指
摘
で
あ
ろ
う
。
加
賀
藩
域
に
あ
っ
て
は
、
「
地
域
蘭
学
」
の
担
い
手
の
多
く
は
、

こ
う
し
た
陪
臣
・
足
軽
層
を
中
心
と
し
た
、
中
下
層
の
技
術
官
僚
群
（
医
師
等
を
含

む
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
地
方
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
稿
は
、
十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
科
学
・
技
術
文
化
の
様
相
を
、
と
り
わ
け
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加
賀
・
北
陸
と
い
う
地
域
の
視
座
か
ら
紹
介
し
た
。
科
学
や
技
術
が
地
域
の
枠
を
越

え
て
流
通
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
水
準
を
高
め
、
全
国
的
な
状
況
と
直

接
・
間
接
に
む
す
び
つ
く
傾
向
は
、
と
り
わ
け
こ
の
時
代
に
特
徴
的
な
様
相
と
し
て

立

ち
現
れ
る
。
こ
う
し
た
同
時
代
性
が
、
個
別
の
藩
域
や
地
域
と
い
う
空
間
を
こ
え

た
視
野
で
、
科
学
技
術
の
発
達
・
普
及
を
再
検
討
す
る
切
り
口
と
な
ろ
う
。

　
北
陸
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
域
を
こ
え
た
関
係
と
な
っ

て

展
開
す
る
。
例
え
ば
、
天
文
学
で
は
、
大
坂
の
麻
田
剛
立
の
弟
子
西
村
太
沖
（
越

中
城
端
）
や
、
江
戸
の
本
多
利
明
の
影
響
を
受
け
た
金
沢
の
遠
藤
高
環
、
河
野
久
太

郎

ら
の
科
学
者
グ
ル
ー
プ
が
、
時
制
の
改
正
や
彗
星
観
測
な
ど
に
み
る
高
水
準
の
天

文
知
識
の
導
入
に
努
力
し
、
こ
れ
に
は
麻
田
立
達
の
望
遠
鏡
や
城
端
の
小
原
一
白
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

渾
天
儀
な
ど
が
関
係
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
測
量
の
分
野
で
は
、
石
黒
信
由
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
北
陸
に
来

訪
し
た
伊
能
忠
敬
と
測
量
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
そ
の
な
か
で
新
た
な
測

量
器
具
を
考
案
、
実
測
に
も
と
つ
く
正
確
な
地
図
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
石
黒
信
由

は
遠
藤
高
環
の
も
と
で
北
陸
各
地
の
測
量
図
の
製
作
や
時
法
の
改
正
に
携
わ
っ
て
い

た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
遠
藤
の
考
案
し
た
天
体
測
量
器
「
眠
景
儀
」
の
刷
物
に
は
、

翻
訳
者
と
し
て
蘭
学
医
黒
川
良
安
の
名
が
残
さ
れ
て
い
た
。
良
安
は
藩
医
で
あ
る
と

と
も
に
、
洋
式
兵
学
校
壮
猶
館
の
翻
訳
業
務
に
も
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

良
安
と
鹿
田
文
平
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
機
巧
師
大
野
弁
吉
の
ケ
ー
ス
は
、
こ
の
地
域
の
事
例
の
な
か

で

も
特
異
な
存
在
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
介
の
細
工
職
人
に
す
ぎ
な
い
弁
吉

が
、
そ
の
突
出
し
た
技
術
と
好
奇
心
か
ら
、
幕
末
加
賀
藩
に
お
け
る
技
術
文
化
の
、

い

わ
ば
「
狂
言
回
し
」
的
様
相
を
す
ら
み
せ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
銭
屋

五
兵
衛
を
介
し
た
蘭
学
者
松
田
東
英
と
の
関
係
、
卯
辰
山
望
湖
楼
の
文
人
グ
ル
ー
プ

と
の
関
係
は
さ
き
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
さ
ら
に
、
銭
屋
五
兵
衛
の
交
友
範
囲

か

ら
は
、
当
時
加
賀
随
一
の
蘭
学
者
で
あ
っ
た
藩
医
黒
川
良
安
と
の
関
係
も
興
味
深

い
。
銭
五
疑
獄
の
発
端
、
河
北
潟
漁
毒
事
件
の
お
り
に
、
水
質
検
査
の
結
果
か
ら
潟

水
の
自
然
腐
敗
が
原
因
と
証
明
し
て
（
「
蓮
湖
漁
毒
説
」
金
沢
市
、
鏑
木
家
所
蔵
）

五
兵
衛
を
擁
護
し
た
の
も
、
五
兵
衛
の
孫
千
賀
の
脊
椎
カ
リ
エ
ス
を
診
断
し
た
の
も
、

黒

川
良
安
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
良
安
を
指
図
し
た
の
が
、
遠
藤
高
環
で
あ
っ
た
と

の

指
摘
も
あ
る
。
あ
る
い
は
銭
五
家
と
黒
川
良
安
の
親
密
な
関
係
の
な
か
で
、
弁
吉

が
壮
猶
館
の
助
手
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
と
も
憶
測
さ
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
弁

吉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
職
人
に
よ
る
地
域
蘭
学
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
と
、
逆
に
、
職
人

の

技
術
を
積
杵
と
し
た
加
賀
蘭
学
の
展
開
の
実
態
が
、
こ
の
間
の
特
色
の
ひ
と
つ
と

い
え
よ
う
。

　
か

く
し
て
、
加
賀
の
「
技
術
文
化
」
は
、
こ
の
地
域
の
社
会
の
あ
り
よ
う
を
色
濃

く
反
映
し
つ
つ
展
開
し
た
。
そ
の
際
、
地
縁
・
血
縁
・
主
従
関
係
の
ほ
か
、
文
化
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
ま
た
、
そ
の
成
果
や
可
能
性
は
、
天
文
学
や
測
量
術
の
優
れ
た
事
例
や
時
制
の

改
正
事
業
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
の
水
準
を
保
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
こ
の
地

域
独
特
の

達
成
（
例
え
ば
、
十
三
刻
時
法
な
ど
）
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
加
賀
藩
の
「
技
術
文
化
」
を
支
え
た
の
が
、
本
稿
で
み
た
よ
う
な
、
実
学
者

（技
術
者
）
と
蘭
学
者
の
相
互
補
完
関
係
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註（
1
）
　
蘭
学
・
洋
学
史
研
究
の
蓄
積
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
原
平
蔵
「
蘭
学
発
達
史
序
説
」

　

（
『歴
史
教
育
』
一
一
ー
三
、
一
九
三
六
年
。
の
ち
『
幕
末
洋
学
史
の
研
究
』
小
見
壽
、
一
九

　

九
二
年
に
収
録
）
、
高
橋
碩
一
『
洋
学
論
』
（
三
笠
書
房
、
一
九
三
九
年
。
の
ち
『
洋
学
思
想

　

史
論
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
二
年
に
収
録
）
、
沼
田
次
郎
『
幕
末
洋
学
史
』
（
刀
江
書
院
、

　
　
一
九
五
、
年
）
、
沼
田
『
洋
学
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
研
究

　
序
説
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
、
有
坂
隆
道
編
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
』
1
～
X
（
創

　
元
社
、
一
九
六
八
～
九
一
年
）
、
広
瀬
秀
雄
編
『
日
本
思
想
大
系
6
3
　
近
世
科
学
思
想
下
』

　
　
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
、
広
瀬
編
『
日
本
思
想
大
系
6
5
　
洋
学
下
』
（
岩
波
書
店
、
，
九

　

七

二
年
）
、
実
学
資
料
研
究
会
『
実
学
史
研
究
』
1
～
X
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
～
九
四

　

年
）
、
中
山
茂
編
『
幕
末
の
洋
学
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
　
蘭
学
史
の
課
題
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
吉
田
忠
「
展
望
　
蘭
学
史
」
（
『
科
学
史
研

　

究
』
一
五
〇
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
参
照
。
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（
3
）
　
蘭
学
史
研
究
に
お
け
る
地
域
重
視
の
視
点
、
あ
る
い
は
「
在
村
蘭
学
」
の
概
念
に
関
し
て

　
　

は
、
片
桐
一
男
「
蘭
学
者
の
地
域
的
・
階
層
的
研
究
ー
門
人
録
の
分
析
を
続
っ
て
ー
」
（
『
法
政

　
　
史
学
』
一
三
、
一
九
六
〇
年
）
、
田
崎
哲
郎
「
幕
末
洋
学
の
一
考
察
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
七
一
、

　
　
一
九
七
〇
年
）
、
田
崎
「
在
村
蘭
学
研
究
序
説
」
（
『
愛
知
大
学
文
学
論
叢
』
五
〇
、
］
九
七
三

　
　
年
。
の
ち
田
暗
崎
『
在
村
の
蘭
学
』
名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）
な
ど
参
照
。

（
4
）
　
さ
し
あ
た
り
、
田
崎
前
掲
『
在
村
の
蘭
学
』
、
田
崎
編
『
在
村
蘭
学
の
展
開
』
（
思
文
閣
出

　
　
版
、
一
九
九
二
年
）
、
青
木
歳
幸
『
在
村
蘭
学
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
な

　
　

ど
。
こ
の
間
の
研
究
史
に
関
し
て
は
、
本
報
告
書
の
青
木
論
文
に
詳
し
い
。

（
5
）
　
こ
の
問
題
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
有
効
と
思
わ
れ
る
「
地
方
知
識
人
」
の
視
点
に
関
し
て

　
　

は
、
塚
本
学
『
地
方
文
人
』
（
教
育
社
、
一
九
七
七
年
）
、
田
崎
哲
郎
『
地
方
知
識
人
の
形
成
』

　
　
（
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
参
照
。
し
か
し
、
遠
山
茂
樹
氏
が
、
か
つ
て
「
科
学
史
、

　
　
技
術
史
の
研
究
は
、
歴
史
学
の
も
っ
と
も
立
ち
お
く
れ
た
分
野
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
）
こ
の
分

　
　
野

に
み
ず
か
ら
鍬
を
入
れ
る
労
を
と
ら
ず
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
い

　
　

る
研
究
成
果
に
学
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
『
世
界
』
一
九
六
七
年
四
月
号
の
発
言
。
の

　
　
ち
武
田
楠
雄
『
維
新
と
科
学
』
一
九
七
二
年
に
収
録
）
と
指
摘
さ
れ
た
状
況
か
ら
、
本
質
的

　
　

に
は
い
か
ほ
ど
の
進
展
を
み
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
6
）
　
北
陸
に
関
す
る
こ
の
分
野
の
成
果
で
は
、
片
桐
一
男
『
蘭
学
　
そ
の
江
戸
と
北
陸
－
大
槻

　
　
玄

沢
と
長
崎
浩
斎
ー
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）
、
宮
地
正
人
「
坪
井
信
良
と
そ
の
時

　
　
代
－
蘭
医
家
兄
宛
書
翰
集
に
よ
せ
て
ー
」
（
『
幕
末
維
新
期
の
文
化
と
情
報
』
名
著
刊
行
会
、

　
　
一
九
九
四
年
）
、
な
ら
び
に
、
寺
畑
喜
朔
・
正
橋
剛
二
氏
の
諸
論
稿
な
ど
参
照
。
地
域
史
に
お

　
　
け
る
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
徳
田
寿
秋
「
加
賀
藩
に
お
け
る
洋
学
の
発
達
（
概
論
）
」
「
幕

　
　
末
維
新
期
の
諸
群
像
」
（
徳
田
『
加
賀
藩
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
の
動
向
』
二
〇
〇
「
年
）
、

　

　
ロ
バ
ー
ト
＆
ヨ
シ
コ
・
フ
ラ
ー
シ
ャ
ム
「
加
賀
　
そ
の
緩
や
か
な
変
化
」
（
ア
ー
ダ
ス
・
パ
ー

　
　
ク
ス
編
『
近
代
化
の
推
進
者
た
ち
ー
留
学
生
・
お
雇
い
外
国
人
と
明
治
ー
』
思
文
閣
出
版
、
一

　
　
九
九
〇
年
）
、
田
中
喜
男
「
加
賀
藩
に
見
る
城
下
町
と
周
辺
地
域
の
文
化
ー
合
理
的
思
考
の
存

　
　
在
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
一
四
、
一
九
八
八
年
所
収
）
な
ど
参
照
。

（
7
）
　
石
川
県
『
石
川
県
史
』
第
四
編
第
三
章
「
学
事
宗
教
」
第
八
節
「
科
学
」
（
一
九
二
九
年
、

　
　
四
六
六
～
五
〇
八
頁
）
、
西
村
先
生
碑
建
設
協
賛
会
『
西
村
太
沖
事
蹟
』
（
西
村
先
生
碑
建
設

　
　
協
賛
会
、
一
九
三
四
年
）
、
河
崎
倫
代
『
越
中
城
端
の
人
　
天
文
暦
学
者
西
村
太
沖
』
（
西
村

　
　
太
沖
記
念
碑
協
賛
会
・
城
端
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。
ま
た
、
本
康
宏
史
「
天

　
　
文
暦
学
・
理
化
学
・
機
械
」
（
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史
資
料
編
1
5
学
芸
』
第

　
　
三
編
「
学
事
」
第
一
章
「
藩
政
期
の
学
術
・
教
育
・
出
版
」
六
、
金
沢
市
、
二
〇
〇
一
年
、
四

　
　
六
七
～
四
七
五
頁
）
で
も
、
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
あ
る
。
同
稿
は
、
こ
の
分
野
の
概
観
を

　
　
通
史
的
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
全
体
に
係
わ
る
た
め
、
引
用
に
際
し
て
は
、
と

　

く
に
注
記
を
省
略
す
る
。

（
8
）
　
本
多
利
明
が
加
賀
藩
士
に
与
え
た
思
想
的
影
響
に
関
し
て
は
、
田
中
喜
男
「
儒
者
の
農
商

　
　

共
生
論
」
（
『
地
方
官
僚
と
儒
者
の
経
済
思
想
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
二

　
　

～
］
〇
三
頁
）
が
、
詳
細
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。

（
9
）
　
石
川
県
編
『
石
川
県
史
』
第
四
編
、
四
六
九
頁
。

（
1
0
）
　
同
前
四
七
一
頁
、
高
瀬
重
雄
『
北
前
船
長
者
丸
の
漂
流
』
（
清
水
書
院
、
一
九
七
四
年
）
、

　
　
高
瀬
「
近
世
に
お
け
る
地
球
計
測
の
一
例
ー
加
賀
藩
士
遠
藤
高
環
の
場
合
」
（
『
赤
松
秀
俊
教

　
　
授
退
官
記
念
事
業
会
編
国
史
論
集
』
九
七
九
～
九
九
三
頁
）
、
遠
藤
金
吾
「
遠
藤
高
環
ー
人
と

　
　
業
績
」
（
『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
一
六
、
一
九
八
三
年
）
、
本
康
宏
史
「
解
説
　
科
学
技
術

　
　

と
加
賀
藩
士
」
（
特
別
展
『
加
賀
藩
士
』
図
録
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
同

　
　
稿

は
、
遠
藤
な
ら
び
に
松
田
東
英
・
鹿
田
文
平
ら
、
こ
の
分
野
の
知
識
人
の
役
割
を
概
略
的
に

　
　
記
述

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
全
体
に
係
わ
る
た
め
、
と
く
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
注

　
　
記
を
省
略
す
る
）
。
な
お
、
近
年
、
遠
藤
家
の
文
書
が
整
理
さ
れ
、
河
崎
倫
代
・
鷲
沢
淑
子
氏

　
　
よ
り
、
「
史
料
紹
介
・
加
賀
藩
士
遠
藤
高
環
家
文
書
」
（
『
加
能
地
域
史
』
三
七
・
三
八
、
二
〇

　
　
〇
三
年
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
石
黒
信
由
を
中
心
と
す
る
加
賀
藩
の
測
量
技
術
の
水
準
に
関
し
て
は
、
楠
瀬
勝
編
『
石
黒

　
　
信
由
遺
品
等
高
樹
文
庫
の
総
合
的
研
究
　
江
戸
時
代
末
期
の
郷
紳
の
学
問
と
技
術
の
文
化
的

　
　
社
会
的
意
義
1
』
ぎ
＝
・
N
（
ト
ヨ
タ
財
団
助
成
研
究
報
告
書
、
一
九
八
三
・
八
四
年
）
、
新
湊

　
　
市
教
育
委
員
会
編
『
石
黒
信
義
』
（
高
樹
会
、
一
九
八
五
年
）
、
渡
辺
誠
『
高
樹
文
庫
が
語
る

　
　
江
戸
の
科
学
－
石
黒
信
由
と
越
中
の
測
量
学
ー
』
（
新
湊
市
民
文
庫
一
二
、
新
湊
市
教
育
委
員

　
　
会
、
一
九
九
七
年
）
、
野
積
正
吉
「
石
黒
信
由
の
測
量
器
具
と
文
政
五
年
金
沢
町
測
量
」
三
富

　
　
山
史
壇
』
＝
二
四
、
二
〇
〇
一
年
）
、
木
越
隆
三
「
縄
張
人
石
黒
信
由
の
惣
高
廻
り
検
地
」

　
　
（
『
富
山
史
壇
』
二
二
七
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

（
1
2
）
　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
文
政
五
年
（
「
八
二
二
）
十
二
月
十
五
日
夜
に
は
、
西
村
太
沖
を
中
心

　
　

に
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
月
食
の
観
測
が
行
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
石
川
県
史
』
四
、

　
　
四
七
二
頁
、
特
別
展
解
説
書
『
加
賀
藩
・
富
山
藩
の
天
文
暦
学
』
（
富
山
市
科
学
文
化
セ
ン

　
　
タ
ー
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
1
3
）
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
科
学
技
術
の
十
九
世
紀
』
展
図
録
（
解
説
「
十
九
世
紀
・
北

　
　
陸
：
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
一
九
九
三
年
）
。

（
1
4
）
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
「
河
野
文
庫
」
二
一
。
本
資
料
の
所
在
は
、
河
崎
倫
代
氏
の

　
　
ご
教
示
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
事
務
局
編
『
第
一
回
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

　
　
書
』
（
「
展
示
資
料
ー
加
賀
藩
の
科
学
者
た
ち
」
二
〇
〇
三
年
）
。

（
1
6
）
　
津
田
進
三
「
加
賀
藩
蘭
学
グ
ル
ー
プ
と
壮
猶
館
」
（
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
〇

　
　
八
号
、
一
九
六
七
年
）
。

（
1
7
）
　
黒
川
良
安
に
関
す
る
研
究
は
、
さ
す
が
に
一
定
の
蓄
積
を
重
ね
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、

　

高
瀬
重
雄
「
黒
川
良
安
の
履
歴
に
つ
い
て
ー
そ
の
『
先
祖
由
緒
帳
並
一
類
附
帳
の
検
討
』
ー
」

　
　
（
『
富
山
史
壇
』
九
六
、
一
九
八
八
年
）
、
寺
畑
喜
朔
編
『
金
沢
の
医
学
百
年
』
（
一
九
七
六
年
）
、

201
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石

川
県
教
育
会
金
沢
支
部
編
『
石
川
県
医
学
沿
革
史
』
（
藤
本
順
吉
写
）
、
編
集
委
員
会
編

　
　
『
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
』
（
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
、
一
九
七
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
1
8
）
　
鳥
井
裕
美
子
「
海
外
情
報
・
異
文
化
の
翻
訳
者
ー
和
蘭
通
詞
の
役
割
ー
」
（
姫
野
順
一
郎
編

　
　
『
海
外
情
報
と
九
州
ー
出
島
・
西
南
雄
藩
　
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
、
杉
本
つ
と

　
　
む
『
江
戸
洋
学
事
情
』
（
八
坂
童
旦
房
、
一
九
九
〇
年
）
ほ
か
、
杉
本
氏
の
和
蘭
通
詞
の
諸
研
究

　
　
な
ど
参
照
。

（
1
9
）
　
高
瀬
重
雄
「
坪
井
信
道
と
黒
川
良
安
」
（
『
富
山
史
壇
』
一
〇
二
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
2
0
）
　
前
掲
『
科
学
技
術
の
1
9
世
紀
』
図
録
所
載
。
梅
渓
昇
『
洪
庵
・
適
塾
の
研
究
』
（
思
文
閣
出

　
　
版
、
一
九
九
三
年
）
。
同
「
適
塾
の
門
下
生
た
ち
」
（
梅
渓
『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
』
大
阪
大
学

　
　
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
。
と
く
に
越
中
に
関
し
て
は
、
正
橋
剛
二
「
各
地
医
学
塾
門
人
帳
中

　
　
の
越
中
人
」
（
『
富
山
近
代
史
研
究
』
一
八
、
一
九
九
五
年
）
、
同
「
続
・
各
地
医
学
塾
門
人
帳

　
　
中
の
越
中
人
」
（
同
前
、
一
〇
、
一
九
九
七
年
）
。
な
お
、
本
共
同
研
究
の
付
属
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
「
門
人
帳
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
」
に
、
加
賀
の
蘭
学
者
の
デ
ー
タ
も
紹
介
し
て
あ
る
。
ご
検
討
い

　
　
た
だ
き
た
い
。

（
2
1
）
　
故
大
鋸
彦
太
郎
氏
の
文
献
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
の
一
揃
の
写
本
。
同
書
は
長
春
園
（
前

　
　
田
家
編
纂
方
石
崎
謙
の
号
）
が
、
主
に
加
賀
藩
を
中
心
と
し
た
様
々
な
記
述
を
筆
記
し
て
控

　
　
え
て
お
い
た
も
の
で
、
内
容
は
「
襟
記
」
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
極
め
て
ア
ト
ラ
ン
ダ

　
　
ム
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
日
置
謙
編
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
（
「
加
藤
九
八
郎
」
の
項
）
。

（
2
3
）
　
伴
五
十
嗣
郎
「
笠
原
白
翁
の
種
痘
普
及
活
動
」
1
・
H
（
『
実
学
史
研
究
』
n
・
皿
、
一
九

　
　
八
五
・
八
六
年
）
。
『
戦
競
録
』
の
内
容
に
関
し
て
は
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
西
村
英

　
　
之
・
足
立
尚
計
氏
の
ご
教
示
を
え
た
。

（
2
4
）
　
加
賀
藩
の
十
三
分
割
の
時
法
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
勝
浩
・
渡
辺
誠
・
布
村
克
志
「
国
立
科

　
　
学
博
物
館
の
精
密
尺
時
計
の
由
来
に
つ
い
て
」
（
『
国
立
科
学
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
二
、
一

　
　
九
八
九
年
）
、
佐
々
木
・
渡
辺
「
江
戸
期
の
加
賀
藩
で
使
わ
れ
た
1
3
分
割
時
法
に
つ
い
て
」
（
同

　
　
前
一
九
、
一
九
九
六
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
江
戸
時
代
の
時
鐘
・
時
刻
制
度
の
実
際
に
関
し

　
　
て

は
、
浦
井
祥
子
『
江
戸
の
時
刻
と
時
の
鐘
』
（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
が
最
新
の
研
究

　
　
だ

が
、
加
賀
藩
の
時
鐘
制
度
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
2
5
）
　
石
黒
信
由
以
下
、
同
家
代
々
の
測
量
関
係
の
資
料
を
一
括
保
存
す
る
文
庫
。
現
在
は
、
新

　
　
湊
市
博
物
館
が
保
管
。
な
お
、
垂
揺
球
儀
に
関
し
て
は
、
浅
井
忠
『
垂
揺
球
儀
』
（
和
時
計
学

　
　
会
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
2
6
）
佐
々
木
・
渡
辺
・
布
村
前
掲
「
国
立
科
学
博
物
館
の
精
密
尺
度
計
の
由
来
に
つ
い
て
」
。

（
2
7
）
　
本
康
宏
史
「
江
戸
民
具
街
道
の
垂
揺
球
儀
と
加
賀
の
天
文
学
」
（
秋
澤
達
雄
編
『
加
賀
藩
の

　
　
垂
揺
球
儀
発
見
び
っ
く
り
仰
天
記
』
江
戸
民
具
街
道
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
河
野
の
日
誌
や
書
簡

　
　
（
石
黒
信
由
書
簡
含
む
）
に
関
し
て
は
、
河
崎
倫
代
、
木
越
隆
一
．
一
、
竹
松
幸
香
、
野
積
正
吉
、

　
　
横
井
美
里
、
渡
辺
誠
、
鷲
沢
淑
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
2
8
）
　
こ
の
間
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
秋
澤
前
掲
『
加
賀
藩
の
垂
揺
球
儀
発
見
び
っ
く
り
仰
天

　
　
記
』
に
詳
し
い
。
な
お
、
関
係
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
渡
辺
誠
氏
は
も
と
よ
り
、
資
料

　
　
を
ご
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
国
立
科
学
博
物
館
の
佐
々
木
勝
浩
・
鈴
木
一
義
・
前
島
正
裕
氏
、
新

　
　
湊
市
博
物
館
の
野
積
正
吉
氏
、
江
戸
民
具
街
道
館
の
秋
澤
達
雄
氏
と
ご
家
族
、
な
ら
び
に
澤

　
　
田
平
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
深
謝
し
た
い
。

（
2
9
）
　
渡
辺
誠
「
金
沢
城
の
時
鐘
と
江
戸
民
具
街
道
の
正
時
版
」
（
秋
澤
前
掲
『
加
賀
藩
の
垂
揺
球

　
　
儀
発
見

び
っ
く
り
仰
天
記
』
）
。

（
3
0
）
金
沢
市
教
育
委
員
会
編
『
瑞
泉
寺
文
書
目
録
B
』
（
金
沢
市
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
瑞
泉
寺

　
　
「
2
《
領
収
書
類
》
八
1
3
」
（
天
保
八
年
）
八
月
一
四
日
付
「
御
自
鳴
鏡
掃
除
料
請
取
書
」

　
　
（
時
計
師
與
右
衛
門
↓
瑞
泉
）
。
こ
の
領
収
書
の
存
在
は
、
池
田
仁
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

　

　
な
お
、
瑞
泉
寺
文
書
よ
り
は
、
市
内
二
日
市
町
の
誓
入
寺
所
蔵
「
須
弥
山
儀
」
に
関
す
る
修

　
　
理
の

「領
収
書
」
も
確
認
さ
れ
た
。

（
3
1
）
　
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
「
し
ゃ
し
ん
」
の
項
目
。
田
中
雅
夫
『
写

　
　
真
．
三
〇
年
史
』
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
社
、
一
九
七
〇
年
）
、
お
よ
び
小
沢
健
志
編
『
幕
末
ー
写
真

　
　
の
時
代
ー
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。

（
3
2
）
　
小
沢
健
志
「
各
藩
各
地
の
写
真
事
歴
」
（
小
沢
前
掲
『
幕
末
写
真
の
時
代
』
）
。

（
3
3
）
　
小
林
忠
雄
・
本
康
宏
史
「
加
賀
の
か
ら
く
り
師
大
野
弁
吉
」
（
『
か
ら
く
り
人
形
展
』
図
録
、

　
　
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
、
本
康
宏
史
「
写
真
論
1
そ
の
伝
播
と
受
容
－
」
（
『
．
．
冨
∋
N
一
．
．
』

　
　
ぎ
ド
朝
、
一
九
八
八
年
）
、
林
華
子
「
大
野
弁
吉
の
写
真
術
に
つ
い
て
の
歴
史
的
考
察
」
（
『
日

　
　
本
写
真
芸
術
学
会
誌
』
二
　
一
、
一
九
九
三
年
）
、
本
康
「
大
野
弁
吉
と
加
賀
の
写
真
術
」

　
　
（
特
別
展
『
写
真
渡
来
の
こ
ろ
』
図
録
、
東
京
都
写
真
美
術
館
・
北
海
道
立
函
館
美
術
館
、
一

　
　
九

九
七
年
）
、
本
康
「
初
期
写
真
史
の
地
域
的
諸
前
提
ー
幕
末
加
賀
藩
の
理
化
学
研
究
を
め

　
　
ぐ
っ
て
　
」
（
『
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
一
〇
）
一
九
九
七
年
D

（
3
4
）
　
本
康
前
掲
「
大
野
弁
吉
再
考
ー
地
域
科
学
史
研
究
の
一
前
提
　
」
参
照
。
ほ
か
に
、
和
田

　
　
文
次
郎
「
大
野
弁
吉
の
窮
理
と
技
工
」
（
『
郷
史
談
叢
』
三
、
一
九
二
一
年
）
、
田
中
鉄
吉
「
大

　
　
野
弁
吉
」
（
第
一
八
回
日
本
中
等
教
育
数
学
会
総
会
編
『
加
越
能
に
於
け
る
数
学
』
所
収
、
一

　
　
九

三

六

年
）
、
同
「
中
村
弁
吉
」
（
『
改
訂
増
補
　
郷
土
数
学
』
、
九
三
七
年
）
、
立
川
昭
二

　
　
「
大
野
弁
吉
ー
そ
の
洋
学
と
か
ら
く
り
ー
」
（
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
八
九
、
、
九

　
　
六

六

年
）
、
『
金
沢
市
大
野
町
史
』
（
金
沢
市
大
野
町
、
一
九
七
六
年
）
、
小
林
忠
雄
「
絡
繰
師

　
　
大
野
弁
吉
の
伝
承
的
世
界
と
そ
の
構
造
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
三
六
、
一

　
　
九
九
一
年
）
、
鈴
木
一
義
「
日
本
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
」
（
『
機
械
工
業
学
会
誌
』
四

　
　
月
号
、
↓
九
九
二
年
）
、
図
録
編
纂
委
員
会
編
『
石
川
県
金
沢
港
大
野
か
ら
く
り
記
念
館
展
示

　
　

図
録
』
二
九
九
六
年
）
な
ど
。
な
お
、
本
康
「
弁
吉
伝
承
と
そ
の
形
成
」
（
『
都
市
と
民
俗
研

　
　
究
』
八
、
一
九
九
四
年
）
に
は
、
「
大
野
弁
吉
関
係
文
献
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
参
照

　
　
さ
れ
た
い
。

（
3
5
）
　
本
康
宏
史
「
韓
国
紀
行
弁
吉
の
足
跡
を
訪
ね
て
」
（
『
北
陸
史
学
』
四
＝
．
号
、
一
九
九
五
年
）
。
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（
3
6
）
　
永
井
柳
太
郎
「
銭
五
の
蔭
の
人
大
野
弁
吉
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
八
年
一
〇
月
、
の
ち

　
　
『
戯
曲
銭
屋
五
兵
衛
』
一
九
三
九
年
に
再
録
）
、
日
置
謙
「
中
村
屋
弁
吉
」
（
『
石
川
県
史
』

　
　
第
三
巻
、
一
九
四
〇
年
）
、
鏑
木
勢
岐
『
銭
屋
五
兵
衛
の
研
究
』
（
銭
五
顕
彰
会
、
一
九
五
四

　
　
年
）
な
ど
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
評
価
に
関
し
て
は
、
小
林
前
掲
「
絡
繰
師
大
野
弁
吉
の

　
　
伝
承
的
世
界
と
そ
の
構
造
」
、
本
康
前
掲
「
弁
吉
伝
承
と
そ
の
形
成
」
な
ど
。
ほ
か
に
、
近
年

　
　
の
研
究
と
し
て
、
木
越
隆
三
『
銭
屋
五
兵
衛
と
北
前
船
の
時
代
』
（
北
國
新
聞
社
、
二
〇
〇
一

　
　
年
）
が
あ
る
が
、
木
越
氏
は
銭
屋
五
兵
衛
と
弁
吉
の
直
接
的
な
関
係
に
は
否
定
的
で
あ
る
。

（
3
7
）
　
山
森
青
硯
「
金
沢
で
一
番
古
い
写
真
」
（
自
家
版
『
青
硯
文
庫
双
書
』
一
、
一
九
七
一
年
）
、

　
　
同
「
弁
吉
自
作
の
写
真
機
」
（
自
家
版
「
郷
土
工
業
物
語
』
四
一
、
一
九
八
八
年
、
五
一
頁
）
、

　
　
吉

川
悦
陽
・
吉
尾
開
山
「
石
川
県
写
真
界
の
発
展
と
歴
史
」
（
石
川
県
写
真
史
編
纂
会
編
『
石

　
　
川
県
写
真
史
』
一
九
八
〇
年
）
、
津
田
進
三
「
『
真
写
の
術
』
の
先
駆
者
た
ち
」
（
編
纂
委
員
会

　
　
編
『
石
川
写
真
追
想
の
図
譜
』
能
登
印
刷
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
。
ち
な
み
に
、
撮

　
　
影
年
月
日
が
確
認
さ
れ
る
加
賀
藩
最
古
の
写
真
は
、
山
森
青
硯
氏
に
よ
れ
ば
、
田
中
正
義
の

　
　
肖
像
写
真
（
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
年
〉
、
九
・
○
×
八
・
○
セ
ン
チ
、
田
中
家
所
蔵
）
で
あ

　
　

る
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
写
真
は
、
山
森
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
江
戸
の
写
真
師
鵜
飼

　
　
玉

川
（
玉
川
三
次
）
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
8
）
　
井
上
光
郎
「
日
本
で
最
初
の
カ
メ
ラ
を
作
っ
た
？
大
野
弁
吉
」
（
朝
日
新
聞
社
『
エ
ピ
ソ
ー

　
　
ド
で
つ
づ
る
日
本
の
写
真
一
五
〇
年
カ
メ
ラ
面
白
物
語
』
一
九
八
八
年
）
、
飯
沢
耕
太
郎

　
　
「
異
端
の
写
真
家
列
伝
大
野
弁
吉
」
（
石
井
慎
二
編
『
わ
か
り
た
い
あ
な
た
の
た
め
の
現
代
写

　
　
真
・
入
門
』
↓
九
八
九
年
）
、
小
沢
前
掲
『
幕
末
写
真
の
時
代
』
な
ど
。

（
3
9
）
　
ル
シ
ア
・
モ
ホ
リ
『
写
真
百
年
史
』
の
「
多
数
の
人
々
の
共
同
の
発
明
」
説
（
田
中
前
掲

　
　
『
写
真
一
三
〇
年
史
』
四
四
頁
）
。
ほ
か
に
、
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
テ
ル
ツ
ア
ー
『
写
真
と
芸
術
』

　
　
（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
「
九
七
四
年
）
、
中
川
邦
昭
　
『
映
像
の
起
源
ー
目
の
思
索
　
』
（
美
術

　
　
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
、
酒
井
修
一
「
銀
板
・
湿
板
か
ら
乾
板
へ
”
写
真
機
”
の
移
り
変
わ

　
　
り
」
（
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
つ
づ
る
日
本
の
写
真
一
五
〇
年
カ
メ
ラ
面
白
物
語
』
）
な
ど
参
照
。

　
　
ち
な
み
に
、
小
沢
健
志
氏
は
、
弁
吉
が
銀
板
写
真
法
の
知
識
は
も
っ
て
い
た
も
の
の
、
銀
板

　
　
写
真
を
実
際
に
撮
影
し
た
根
拠
は
薄
い
と
さ
れ
る
（
小
沢
「
初
め
て
の
カ
メ
ラ
、
初
め
て
の

　
　
写
真
」
同
前
）
。

（
4
0
）
　
鈴
木
前
掲
「
日
本
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
」
、
本
康
前
掲
「
大
野
弁
吉
再
考
ー
地
域

　

科
学
史
研
究
の
一
前
提
　
」
な
ど
。

（
4
1
）
　
山
森
青
硯
「
大
野
弁
吉
、
弁
吉
自
筆
本
（
泉
丘
校
蔵
）
」
（
『
郷
土
工
業
物
語
』
三
九
、
一
九

　
　
八
八
年
）
、
本
康
前
掲
「
大
野
弁
吉
再
考
」
、
同
「
加
賀
に
お
け
る
『
機
巧
図
彙
』
写
本
と
技

　

術
伝
播
ー
大
野
弁
吉
の
事
例
を
中
心
に
ー
」
（
『
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
一
〇
、
一
九

　

九

八
年
）
。
な
お
、
弁
吉
の
主
著
三
束
視
窮
録
』
に
つ
い
て
は
、
書
誌
を
は
じ
め
↓
層
の
総

　

合
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
同
名
本
（
三
冊
本
）
が
、
東
京
大
学
顎
軒
文

　

庫
（
三
井
家
旧
蔵
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
『
国
書
総
目
録
』
一
）
、
大
友
家
所
蔵
本
は
、

　
　

聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
三
井
家
の
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ

　
　
て
い
る
。

（
4
2
）
　
鈴
木
一
義
「
機
巧
ー
江
戸
時
代
の
先
端
技
術
ー
」
（
特
別
展
『
科
学
技
術
の
1
9
世
紀
』
図
録
、

　
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）
、
本
康
前
掲
「
大
野
弁
吉
再
考
」
。

（
4
3
）
　
本
康
前
掲
「
弁
吉
伝
承
と
そ
の
形
成
」
参
照
。

（
4
4
）
　
中
田
修
正
「
松
田
東
英
」
（
『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
二
六
、
一
九
九
三
年
）
。

（
4
5
）
　
「
松
田
家
由
緒
書
」
に
よ
る
。
「
明
治
六
年
七
月
　
石
川
県
権
令
内
田
政
風
あ
て
松
田
壬
作

　
　
由
緒
書
」
に
は
、
芹
斉
に
つ
い
て
「
東
英
義
実
者
越
中
砺
波
郡
埴
生
村
農
家
伊
兵
衛
二
男
二

　
　
御
座
候
処
　
幼
少
ヨ
リ
医
学
修
得
仕
　
文
化
五
年
其
節
町
医
者
松
田
東
英
娘
婿
養
子
二
罷
越

　
　
文
化
十

四

年
十
一
月
養
父
寿
栄
名
跡
申
し
付
養
父
之
通
宛
行
之
名
芹
斉
与
申
来
候
得
共
東
英

　
　
与
相
改
候
　
文
政
七
年
正
月
五
人
扶
持
二
申
付
天
保
十
一
年
二
月
弐
人
扶
持
引
足
申
付
　
同

　
　
十
二
年
寺
西
要
人
ヨ
リ
新
知
五
拾
石
こ
申
付
　
弘
化
四
年
十
月
病
死
仕
候
」
と
あ
る
。
中
田

　
　
前
掲
「
松
田
東
英
」
参
照
。

（
4
6
）
　
『
眼
科
新
書
』
杉
田
立
卿
訳
、
群
玉
堂
版
、
文
化
十
二
年
刊
。
『
眼
科
新
書
附
録
』
松
田
芹

　
　
斎
編
訳
、
広
文
堂
版
、
文
化
十
三
年
刊
。
な
お
、
原
本
は
、
プ
レ
ン
ク
著
『
、
．
O
o
o
日
墨
ユ
o

　
　
日
o
品
｛
°
・
O
。
巳
〇
三
日
、
．
』
一
七
七
七
年
の
蘭
訳
書
。
最
初
、
宇
田
川
玄
真
が
「
泰
西
眼
科
全
書
」

　
　
と
し
て
和
訳
（
未
刊
）
、
杉
田
立
卿
が
完
訳
し
刊
行
し
た
。
刊
行
ま
で
に
は
大
槻
玄
沢
の
関
与

　
　
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
宇
田
川
玄
真
の
事
績
な
ど
に
関
し
て
は
、
津
山
蘭
学
資
料
館
の
下
山

　
　
純
正
氏

よ
り
ご
教
示
を
え
た
。

（
4
7
）
　
前
掲
『
加
賀
藩
士
』
図
録
所
載
。

（
4
8
）
　
顕
微
鏡
の
図
版
は
、
東
京
科
学
博
物
館
編
『
江
戸
時
代
の
科
学
』
一
九
三
四
年
（
の
ち
国

　
　
立
科
学
博
物
館
復
刊
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
大
学

　
　
理
学

部
物
理
教
室
へ
の
問
い
合
わ
せ
で
は
、
戦
争
中
の
疎
開
等
に
よ
り
現
在
は
所
在
不
明
と

　
　
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

（
4
9
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
康
前
掲
「
初
期
写
真
史
の
地
域
的
諸
前
提
」
参
照
。
窺
天
鏡
ほ
か

　
　
の
調
査
に
関
し
て
は
、
富
山
市
科
学
文
化
セ
ン
タ
ー
の
渡
辺
誠
氏
、
神
戸
市
博
物
館
の
三
好

　
　
唯

義
・
勝
盛
典
子
氏
の
ご
教
示
を
え
た
。
な
お
、
関
連
特
別
展
『
日
蘭
交
流
の
か
け
橋
』
（
図

　
　
録
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）
は
、
日
蘭
交
流
の
全
体
像
を
豊
富
な
資
料
で
検
証

　
　
し
た
労
作
で
あ
る
。

（
5
0
）
　
江
戸
時
代
の
望
遠
鏡
に
関
し
て
は
、
渡
辺
誠
ほ
か
「
岩
橋
家
の
製
作
し
た
一
閑
張
望
遠
鏡

　
　
の
特
徴
に
つ
い
て
」
（
『
富
山
市
科
学
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
一
六
、
一
九
九
三
年
）
、
企

　
　
画
展
『
加
賀
藩
・
富
山
藩
の
天
文
暦
学
』
（
図
録
、
富
山
市
科
学
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七

　
　
年
）
、
特
別
展
『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術
ー
国
友
一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世
界
ー
』
（
図
録
、
市

　

立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

（
5
1
）
　
山
森
青
硯
「
望
湖
楼
と
松
田
芹
斉
」
（
『
郷
土
工
業
物
語
』
三
三
、
一
九
八
八
年
、
四
三
頁
）
。

（
5
2
）
　
望
湖
楼
グ
ル
ー
プ
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
交
流
に
関
し
て
は
、
竹
松
幸
香
氏
よ
り
ご

203



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第116集2004年2月

　

教
示

を
え
た
。
竹
松
「
江
戸
時
代
の
金
沢
の
出
版
」
（
丸
山
敦
編
『
金
沢
学
⑥
マ
ン
タ
リ
テ

　

金

沢
1
「
遊
び
」
か
ら
み
え
る
も
の
』
一
九
九
五
年
）
、
同
「
近
世
金
沢
の
出
版
」
（
『
地
方
史

　

研
究
』
二
六
九
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
5
3
）
　
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史
資
料
編
1
5
学
芸
』
（
第
一
編
「
文
学
」
第
一
章

　
　
「
古
典
及
び
藩
政
期
の
文
学
」
一
〇
、
俳
譜
、
金
沢
市
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
三
～
一
一
六

　

頁
）
に
は
、
『
夷
曲
百
人
一
首
』
の
全
文
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
村
田
裕
子
氏
担
当
）
。

　
　
こ
れ
に
よ
り
俳
号
の
比
定
が
容
易
に
な
っ
た
。

（
5
4
）
　
前
掲
『
加
賀
藩
士
』
図
録
所
載
。

（
5
5
）
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
長
岡
博
男
文
庫
所
蔵
）
の
三
束
視
窮
録
』
控
に
も
関
連
す
る

　
　
記
述
が
あ
る
。
同
書
は
、
長
岡
氏
の
眼
鏡
研
究
の
史
料
と
し
て
、
『
視
窮
録
』
の
ガ
ラ
ス
製
法

　
　
の
記
述
を
写
し
た
も
の
（
写
本
四
丁
）
。
本
康
前
掲
「
初
期
写
真
史
の
地
域
的
諸
前
提
」
参
照
。

　
　
な
お
、
弁
吉
と
東
英
を
め
ぐ
る
写
真
術
と
理
化
学
知
識
に
関
し
て
は
、
本
康
「
大
野
弁
吉

　
　
の
写
真
術
と
加
賀
の
理
化
学
」
（
『
化
学
史
研
究
』
三
〇
　
2
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
述
し

　
　
た
。

（
5
6
）
　
前
掲
『
石
川
県
史
』
第
四
編
「
科
学
」
四
七
五
頁
、
津
田
前
掲
「
『
真
写
の
術
』
の
先
駆
者

　
　
た
ち
」
、
本
康
宏
史
「
カ
メ
ラ
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ
と
遠
近
法
」
（
『
、
．
告
葺
o
，
』
一
）
一
九
九
五
年
。

（
5
7
）
　
山
森
青
硯
「
郷
土
に
お
け
る
初
期
洋
画
の
発
達
」
（
『
一
泉
同
窓
会
叢
書
』
）
、
山
森
「
司
馬

　
　
好
漢
来
加
賀
藩
の
疑
義
ー
金
沢
雪
景
図
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
二

　
　
〇
、
一
九
八
七
年
）
。

（
5
8
）
　
三
上
義
夫
「
写
法
新
術
及
び
其
の
著
者
遠
藤
高
環
」
（
『
史
学
』
五
　
四
、
一
九
、
一
六
年
）
、

　
　
尾
鍋
智
子
「
絶
対
透
明
の
探
求
ー
遠
藤
高
環
著
『
写
法
新
術
』
の
研
究
ー
」
（
総
合
大
学
院
大

　
　
学
文
化
科
学
研
究
科
国
際
日
本
研
究
専
攻
博
士
論
文
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
5
9
）
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
お
よ
び
鈴
木
一
義
氏
所
蔵
。
本
康
宏
史
「
か
ら
く
り
美
術
ー
「
機

　
　
巧
」
か
ら
「
工
芸
」
へ
　
」
（
特
別
展
『
か
ら
く
り
美
術
ー
「
機
巧
」
か
ら
「
工
芸
」
へ
ー
』

　
　
図
録
、
西
宮
市
立
大
谷
美
術
館
「
特
集
日
本
近
代
美
術
史
豪
華
三
本
立
て
！
秋
の
随
筆
」

　
　
第
一
部
、
一
九
九
九
年
）
所
載
。

（
6
0
）
　
『
機
巧
図
彙
』
お
よ
び
同
書
写
本
の
書
誌
に
関
し
て
は
、
本
康
前
掲
「
加
賀
に
お
け
る
『
機

　
　
巧
図
彙
』
写
本
と
技
術
伝
播
」
参
照
。
ほ
か
に
、
田
中
瀧
治
「
細
川
半
蔵
頼
直
1
～
皿
」

　
　
（
『
南
国
史
談
』
一
～
一
七
、
一
九
八
六
～
九
四
年
）
、
田
中
『
細
川
半
蔵
頼
直
』
（
自
家
版
、

　
　
一
九
九
六
年
）
、
立
川
昭
二
「
機
巧
図
彙
の
周
辺
」
（
『
科
学
史
研
究
』
八
三
、
一
九
六
七
年
）
、

　
　
鈴
木
一
義
「
江
戸
時
代
の
『
機
巧
』
技
術
に
関
す
る
研
究
」
（
『
国
立
科
学
博
物
館
紀
要
』
一

　
　
四
号
、
一
九
八
八
年
）
、
尾
崎
久
弥
『
近
世
科
学
者
列
伝
』
（
新
興
亜
社
、
一
九
四
三
年
）
の

　
　
「
森
島
中
良
」
の
項
の
解
説
、
鈴
木
一
義
「
江
戸
時
代
の
精
密
機
械
ー
か
ら
く
り
人
形
ー
」

　
　
（
『
日
本
工
業
大
学
工
業
技
術
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
一
〇
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、

　
　
一
般
に
「
機
巧
図
彙
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
『
江
戸
科
学
古
典
叢
書
』
（
三
、
恒
和
出
版
、

　
　
一
九
七
六
年
）
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
筆
者
は
、
松
尾
野
尾
章
行
「
機
巧
図
彙
」

　
　
三
巻
一
冊
本
（
高
知
市
民
図
書
館
松
尾
野
文
庫
所
蔵
）
を
用
い
た
。

（
6
1
）
　
小
林
前
掲
「
絡
繰
師
大
野
弁
吉
の
伝
承
的
世
界
と
そ
の
構
造
」
参
照
。

（
6
2
）
　
小
林
同
前
、
及
び
本
康
前
掲
「
大
野
弁
吉
再
考
」
。

（
6
3
）
　
近
八
郎
氏
旧
蔵
「
大
野
町
御
用
留
抜
書
」
よ
り
。

（
6
4
）
　
本
康
前
掲
「
弁
吉
伝
承
と
そ
の
形
成
」
参
照
。

（
6
5
）
　
「
米
林
八
十
八
身
上
書
」
（
金
沢
市
、
米
林
家
所
蔵
）

　
　
　
石
川
県
下
第
拾
大
区
小
八
区
南
町
四
拾
五
番
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
林
八
十
八
　
隠
居
一
光

　
　
　
　

文
化
十
年
八
月
五
日
金
沢
出
生
　
六
拾
五
才
ニ
カ
月

　
　
　
私
儀

　
　

文
政
十

年
拾
五
才
ニ
テ
紙
御
細
工
人
北
隅
半
蔵
殿
方
工
弟
子
二
罷
越
同
十
二
年
迄
紙
細
工

　
　
修
行
仕
　
同
十
月
上
京
仕
五
条
通
橋
下
伯
母
智
中
村
屋
喜
三
右
工
門
方
工
止
宿
仕
喜
三
右
工

　
　
門
本
家
奇
物
師
中
村
屋
弁
吉
方
工
入
門
仕
　
同
十
三
年
四
月
弁
吉
同
道
ニ
テ
帰
国
仕
（
以
下

　
　略
）

　

　
　
営
業
出
来
品
目

一　
紙
細
工

一

、
人
形
ゼ
ン
マ
イ
カ
ラ
ク
リ

一

、
金
銀
鉄
物
等
細
工

一

、
モ
ウ
ル
写
菓
子
器
類

一

、
文
人
用
具
諸
品
細
工

一

、
望
遠
鏡

一

、
琉
球
箔
画

一

、
金
石
築
刻
並
鉦
彫

一

、
西
洋
時
計
修
復

一

、
ペ
ン
ケ
パ
ニ
シ
塗
薬
品
製
造

一　

唐
木
象
牙
根
付
彫
カ
ラ
ク
リ
根
付
等

一

、
器
械
大
仕
掛
水
車
仕
掛
等

一

、
指
南
車

一

、
唐
物
古
銅
鋳
類

一

、
唐
木
細
工

一

、
唐
物
漆
塗
細
工

一

、
唐
物
描
金

一

、
青
貝
類
細
工

一

、
西
洋
形
瓦
斯
燈
類

一

、
地
理
測
量
器
並
絵
図
具

　
　

右
諸
品
従
前
出
来
申
候
処
如
断
御
座
候
以
上

　
　

明
治
十
一
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
械
師
　
米
林
八
十
八

　
　

石

川
県
第
二
課
博
物
館
御
中

（
6
6
）
　
蔵
原
清
人
「
金
沢
に
お
け
る
洋
学
の
展
開
と
壮
猶
館
ー
西
洋
流
砲
術
の
受
容
を
中
心
に
ー
」

　
　
（
『
工
学
院
大
学
共
通
過
程
研
究
論
叢
』
第
三
七
ー
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
6
7
）
　
本
康
前
掲
「
天
文
暦
学
・
理
化
学
・
機
械
」
（
金
沢
市
『
稿
本
金
沢
市
史
・
学
事
編
第
↓
・

　
　
二
』
一
九
一
九
年
、
四
六
七
～
四
七
五
頁
）
。

（
6
8
）
　
津
田
前
掲
「
『
真
写
の
術
』
の
先
駆
者
た
ち
」
、
吉
川
・
吉
尾
前
掲
「
石
川
県
写
真
界
の
発
展

　
　
と
歴
史
」
、
本
康
前
掲
「
弁
吉
伝
承
と
そ
の
形
成
」
な
ど
参
照
。

（
6
9
）
矢
ヶ
崎
孝
雄
「
在
来
工
業
を
基
盤
と
し
て
発
達
し
た
工
業
」
（
『
石
川
県
の
工
業
発
達
史
』
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一
九
六
六
年
）
。

（
7
0
）
　
同
前
、
お
よ
び
松
島
秀
太
郎
「
加
賀
藩
軍
艦
所
の
鉄
工
機
械
類
に
つ
い
て
1
陸
蒸
気
は
汽

　
　
車
で
は

な
い
ー
」
（
『
石
川
郷
土
史
学
会
会
報
』
二
〇
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
7
1
）
　
鈴
木
淳
「
鉄
砲
鍛
治
か
ら
機
械
工
へ
　
幕
末
の
小
銃
生
産
と
そ
の
担
い
手
　
」
（
近
代
日
本

　
　
研
究
会
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
・
十
四
明
治
維
新
の
革
新
と
連
続
－
政
治
・
思
想
状
況
と
社

　
　
会
経
済
ー
』
一
九
九
二
年
）
。
前
掲
長
浜
城
歴
史
博
物
館
『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術
』
展
図
録

　
　
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
河
崎
倫
代
「
河
野
久
太
郎
と
国
友
一
貫
斎
」
は
、
近
江
国
友
鍛
冶
と

　
　
加
賀
藩
の
鉄
砲
製
造
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
7
2
）
　
七
尾
市
立
図
書
館
編
『
七
尾
軍
艦
所
七
尾
語
学
所
の
れ
き
し
i
七
尾
港
の
夜
明
け
ご
ろ
ー
』

　
　
（
七
尾
市
、
一
九
六
六
年
）
、
七
尾
市
編
『
七
尾
市
史
』
（
七
尾
市
、
一
九
七
四
年
）
、
田
川
捷

　
　
一
「
七
尾
の
製
鉄
所
に
つ
い
て
ー
万
行
町
尻
屋
家
史
料
か
ら
　
」
（
『
七
尾
の
地
方
史
』
三
、

　
　
「
九
七
〇
年
）
、
本
康
宏
史
「
七
尾
軍
艦
所
の
周
辺
ー
幕
末
加
賀
藩
の
科
学
と
技
術
1
」
（
『
石

　
　
川
自
治
と
教
育
』
四
三
八
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
。
七
尾
軍
艦
所
に
関
し
て
は
、
七
尾
市
史

　
　
編
纂
室
中
川
寛
・
田
川
捷
一
氏
の
ご
教
示
を
え
た
。

（
7
3
）
松
島
前
掲
「
加
賀
藩
軍
艦
所
の
鉄
工
機
械
類
に
つ
い
て
」
。
七
尾
の
事
例
に
は
触
れ
て
い
な

　
　
い
も
の
の
、
全
国
各
地
の
幕
末
造
船
工
業
に
関
し
て
は
、
鈴
木
一
義
「
幕
末
期
の
西
洋
技
術

　
　
導
入
に
関
す
る
］
考
察
－
造
船
所
建
設
に
伴
う
技
術
導
入
に
つ
い
て
ー
」
（
『
国
立
科
学
博
物

　
　
館
研
究
紀
要
』
一
二
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
7
4
）
　
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
事
務
局
編
『
第
一
回
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

　
　
書
』
（
「
展
示
資
料
加
賀
藩
の
科
学
者
た
ち
」
二
〇
〇
三
年
）
所
載
。

（
7
5
）
　
本
康
前
掲
「
大
野
弁
吉
再
考
」
、
同
「
津
田
吉
之
助
再
考
（
一
）
（
二
）
ー
在
来
技
術
と
近

　
　
代
ー
」
（
「
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
六
・
七
、
一
九
九
三
・
九
四
年
）
。

（
7
6
）
　
本
康
前
掲
「
七
尾
軍
艦
所
の
周
辺
」
。

（
7
7
）
　
山
森
青
硯
「
鬼
川
の
水
車
と
融
雪
」
（
『
郷
土
工
業
物
語
』
一
〇
〇
、
一
九
八
八
年
、
一
三

　
　
三
頁
）
。

（
7
8
）
　
国
立
科
学
博
物
館
鈴
木
一
義
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
松
島
前
掲
「
加
賀
藩
軍
艦
所
の
鉄
工

　

機
械
類
に

つ
い

て
」
参
照
。

（
7
9
）
　
『
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
社
史
』
（
川
崎
重
工
株
式
会
社
）
、
『
琵
琶
湖
汽
船
百
年
史
』
（
琵
琶

　

湖
汽
船
株
式
会
社
、
一
九
八
七
年
）
、
『
新
修
大
津
市
史
』
五
巻
（
大
津
市
、
一
九
八
二
年
）
、

　

佐
々
木
正
勇
「
金
沢
藩
兵
庫
製
鉄
所
」
（
『
日
本
大
学
史
学
科
五
十
周
年
記
念
歴
史
学
論
文
集
』

　
　
一
九
七
八
年
）
、
和
田
光
生
「
明
治
初
期
、
琵
琶
湖
の
汽
船
ー
明
治
十
二
年
の
江
州
丸
社
を
中

　

心

と
し
て
！
」
（
『
大
津
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
七
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。
日
本
の
近

　

代
化

に
お
け
る
機
械
工
業
の
役
割
に
関
し
て
は
、
葉
山
禎
作
「
近
世
の
生
産
技
術
の
特
質
」

　
　
（
葉
山
編
『
日
本
の
近
世
4
生
産
の
技
術
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）
、
尾
高
燈
之
助

　
　
『
職
人
の
世
界
工
場
の
世
界
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
三
年
）
、
鈴
木
淳
『
明
治
の
機
械
工

　

業
ー
そ
の
生
成
と
展
開
i
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
8
0
）
　
前
掲
『
加
賀
藩
士
』
図
録
所
載
。
松
田
に
関
し
て
は
、
今
井
一
良
「
金
沢
最
初
の
英
詩
作

　
　
者
鹿

田
文
平
」
（
『
北
陸
英
学
史
研
究
』
五
輯
、
一
九
九
二
年
）
、
松
田
清
「
加
賀
藩
洋
学
者
鹿

　
　
田
文
平
」
（
『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
、
二
五
二
頁
）
、
松
田
「
鹿
田

　
　
文
平
蔵
ハ
ル
マ
『
蘭
仏
辞
典
』
」
（
『
京
古
本
や
往
来
』
三
七
、
一
九
八
七
年
）
。

（
8
1
）
　
前
掲
『
科
学
技
術
の
1
9
世
紀
』
図
録
所
載
。
梅
渓
前
掲
『
洪
庵
・
適
塾
の
研
究
』
、
同
前
掲

　
　
「
適
塾
の
門
下
生
た
ち
」
参
照
。

（
8
2
）
　
松
田
前
掲
「
加
賀
藩
洋
学
者
鹿
田
文
平
」
。

（8
3
）
　
同
前
。

（
8
4
）
　
『
鹿
田
家
由
緒
帳
』
。
前
掲
『
加
賀
藩
士
』
図
録
所
載
。

（
8
5
）
　
加
賀
の
幕
末
洋
学
史
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
井
一
良
「
加
賀
の
英
・
仏
学
事
始
め
と
そ
の

　
　
展
開
」
（
『
北
陸
英
学
史
研
究
』
第
一
輯
、
一
九
入
八
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
、
今
井
氏
の
一

　
　
連
の
研
究
、
お
よ
び
徳
田
前
掲
「
加
賀
藩
に
お
け
る
洋
学
の
発
達
（
概
論
〉
」
を
参
照
さ
れ
た

　
　
い
。
な
お
、
壮
猶
館
所
蔵
の
蘭
書
の
実
態
に
関
し
て
は
、
沼
田
次
郎
ほ
か
「
金
沢
藩
壮
猶
館

　
　
旧
蔵
の
蘭
書
に
就
い
て
」
（
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
八
〇
号
、
一
九
六
一
年
）
、
沼
田

　
　
ほ
か
「
金
沢
藩
壮
猶
館
蘭
書
目
録
金
沢
市
立
図
書
館
、
金
沢
大
学
医
学
部
図
書
館
、
石
川
県

　
　
立
図
書
館
」
（
同
九
六
、
］
九
六
一
年
）
、
津
田
進
三
「
金
沢
藩
壮
猶
館
蘭
書
目
録
補
遺
」
（
同

　
　
一
七
五
、
一
九
六
五
年
）
。
洋
書
に
関
し
て
は
、
今
井
一
良
「
明
治
十
七
年
石
川
県
編
纂
『
蔵

　
　
書
目
録
』
所
載
の
洋
学
関
係
書
に
つ
い
て
ω
」
（
『
北
陸
英
学
史
研
究
』
第
二
輯
、
一
九
八
九

　
　
年
）
な
ど
参
照
。

（
8
6
）
　
山
森
青
硯
『
郷
土
に
於
け
る
外
国
語
学
の
発
達
と
金
沢
版
英
和
辞
典
』
（
自
家
版
、
↓
九
八

　
　
八
年
）
、
お
よ
び
「
同
（
付
）
巻
末
年
表
（
増
補
稿
）
」
（
自
家
版
、
一
九
八
〇
年
）
。

（
8
7
）
　
大
屋
に
関
し
て
も
、
前
掲
『
加
賀
藩
士
』
図
録
参
照
。
な
お
、
大
屋
の
生
年
は
、
『
官
員

　
　
録
』
で
は
明
治
十
三
年
（
「
八
八
〇
年
）
。
兼
六
園
に
建
設
さ
れ
た
記
念
碑
の
モ
チ
ー
フ
の
ご

　
　
と
く
、
亥
歳
生
ま
れ
な
ら
ば
明
治
十
年
二
八
七
七
年
）
が
正
し
い
。

（
8
8
）
　
岩
崎
鐵
志
「
高
島
流
砲
術
の
伝
播
と
展
開
ー
金
沢
藩
壮
猶
館
の
場
合
ー
」
（
中
山
茂
『
幕
末

　
　
の
洋
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
年
）
。

（
8
9
）
　
前
掲
『
科
学
技
術
の
1
9
世
紀
』
図
録
、
河
崎
前
掲
『
越
中
城
端
の
人
　
天
文
暦
学
者
西
村

　

太
沖
』
な
ど
参
照
。

〔付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
地
域
蘭
学
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
じ
め
、
今
井
一
良
、
徳

田
寿
、
寺
畑
喜
朔
、
正
橋
剛
二
、
楠
瀬
誠
、
深
井
甚
三
、
小
林
忠
雄
、
鈴
木
一
義
、
前
島
正

裕
、
尾
鍋
智
子
、
松
田
清
、
高
橋
則
英
、
三
好
唯
義
、
勝
盛
典
子
、
横
江
文
憲
、
山
森
隆
、

和
田
光
生
、
広
瀬
幸
雄
、
松
田
耕
、
鈴
木
淳
、
池
田
仁
子
、
河
崎
倫
代
、
木
越
隆
三
、
竹
松

幸
香
、
野
積
正
吉
、
横
井
美
里
、
渡
辺
誠
、
鷲
沢
淑
子
氏
の
各
氏
は
も
と
よ
り
、
石
川
県
教

育
委
員
会
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
江
戸
民
具
街
道
、
大
野
か
ら
く
り
記
念
館
、
福
井
市

立
郷
土
歴

史
博
物
館
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
朝
倉
昭
文
、
粟
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森

長
八
、
遠
藤
金
吾
、
大
友
恵
美
子
、
喜
楽
彦
三
、
故
鹿
田
啓
介
、
津
田
俊
次
、
東
野
進
、

米
林
竜
昭
、
松
田
靖
之
、
宮
崎
振
二
、
山
本
勝
美
、
米
林
繁
男
氏
ら
資
料
の
ご
所
蔵
者
、
さ

ら
に
故
山
森
青
硯
氏
に
格
別
の
ご
教
示
、
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇

〇

三

年
一
月
二
七
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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Technical　Cult1皿e　in　Kaga　and　Regional　Ra皿gaku

MoTo題su　Hiroshi

This　paper　introduces　examples　of‘‘technical　culture”in　the　Hokuriku　region，　and　is　a　general　inves廿gation　into

mainly　the　Kaga｛budal　domain　in　order　to　co㎡irm　the　effect　of　the　relationship　between　regional　society　and

Rangaku　knowledge．

　　　During　the　latter　part　of　the　Edo　era　the　acc㎜ulation　of　various　systems，　research，　interaction，　and　the

manufacture　of　tools　and　products　related　to“science　and　technology”，　or“technical　culture”，　took　place　while

transcending　sectors　and　regions．　For　instance，　in　the　Kaga　feudal　domain　there　was　a　group　of　scientists　in

Kanazawa　comprised　of　Nishimura　Tachu　of　EtchuJohana，　a　star　pupil　of　the　Osakan　Asada　Goryu，　Endo

Takanori，　who　was　in到uenced　by　Honda　Toshiaki　from　Edo，　and　Kono　Kyutaro　who　were　deeply　involved　in　the

introduction　of　a　high　standard　of　knowledge　on　astronomy　such　as　amending　the　hour　system　and　the

observation　of　comets．　The　activities　of　Endo　and　his　colleagues　included　using　a　highly　precise　pendulum　clock

to　establish　their　own　hour　system　divided　into　13　segments　a　day，　and　in　so　doing　they　introduced　findings　of

astronomy（6xed　time　method）and　physics　and　chemistry　based　on　Rangaku　knowledge．　Related　to　these

activities　was　sophisticated　science　and　technology　such　as　the　box　telescope　devised　by　an　ophthalmologist

Matsuda　Tbei，　a　pupil　of　the　Rangaku　scholar　Sugita　Seikei．　When　Endo　and　other　retainers　devised　a　detailed

map　of　the　castle　town　of　Kanazawa，“Kanazawa　Bunken　Ezu”（“Survey　Map　of　Kanazawa”），　they　used　the

surveying　techniques　of　Ishiguro　Nobuyoshi，　a　scholar　of　ancient　Japanese　mathematics廿om　Etchu－Fushiki，　to

carry　out　accurate　measurements．　The　n㎜e　of　the　Rangaku　physician　Kurokawa　Masayasu　appears　at　this　time

as　the　translator　of　documents　that　accompanied　astronomical　measuring　instruments　devised　by　Endo．

　　　It　is　against　this　backdrop　that　the　case　of　the　precision　machinery　maker　Ono　Benkichi　has　a　special

signi五cance㎜ong　the　instances　found　in　this　region．　Benkichi　was　no　more　than　an　un㎞own　cr雄sman，　but　his

curiosity　about　technology　that　sprang　from　his　work　led　him　to　become　one　of　the　central　figures　in　the

technical　culture　of　the　Kaga　feudal　domain　at　the　end　of　the　Edo　Era．　One　might　say　that　the　commitment　to

regional　Rangaku　by　craftsmen　such　as　Benkichi　and，　conversely，　the　development　of　Rangaku　in　Kaga　spurred

on　by　the　techniques　of　these　craftsmen，　is　one　of　the衣｝atures　unique　to　this　region．

　　　In　this　way，　as　illustrated　by　the　fine　ex㎜ples　of　astronomy　and　surveying　and　work　on　amending　the　time

system，　the“technical　culture”in　Kaga　was　a　unique　achievement　for　this　region　while　maintaining　a

considerably　high　standard．　Also，　it　was　the　mutu劔ly　complementary　relationship　between　practical　scient三sts

208



Technical　Culture　in　Kaga　and　Regional　Rangaku

M◎のYAsu　Hiroshi

（technicians）and　Rangaku　scholars（regional　Ra皿gaku）that　sustained　this“technical　culture”of　the　Kaga　feudal

domain．

　　Aspects　while　looking　at　the　enc皿ragement　given　to　samurai，　retainers　and　their　families　dllring　the　process

of　the　widespread　adoption　of　vaccinations，　the　establishment　and　implementation　of　vaccination　methods　in　each

count鵬and　an　approval　of　vaccinations　that　exceeded　beyond　the　geographical　bounds　of　the　domain’s　territory
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